


そ
の
結
果
、
卒
業
後
の
就
職
率

も
高
く
、
多
く
の
施
設
か
ら
の

期
待
に
応
え
て
お
り
ま
す
。

我
々
教
職
員
一
同
は
、
今
後
も

本
学
の
基
本
理
念
と
教
育
理
念

の
基
で
、
よ
り
良
い
教
育
環
境

の
充
実
・
推
進
を
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
学
生
の
皆
様

が
卒
業
後
も
〝
国
際
医
療
福
祉

大
学
で
学
ん
で
良
か
っ
た
〞
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
学
舎
に
す
る

べ
く
常
々
努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

七
月
一
日
（
水
）、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

「
学
長
就
任
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
島
新
学

長
は
ご
挨
拶
の
冒
頭
、
平
成
一
三
年
よ
り
八
年

間
に
わ
た
っ
て
学
長
を
務
め
、
こ
の
間
、
四
学

部
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
本
学
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
、
こ
の
た
び
名
誉
学
長
に
就
か
れ
た
谷
修
一

前
学
長
の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
四
つ
の
附
属
病
院
を
は
じ
め
、
豊

富
な
臨
床
実
習
施
設
を
擁
す
る
本
学
の
強
み
を

さ
ら
に
活
か
し
、
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
で
き
る

医
療
福
祉
の
専
門
職
を
育
成
す
る
こ
と
、
大
学

経
営
を
取
り
巻
く
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
を

認
識
し
つ
つ
も
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

る
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

本
学
の
掲
げ
る
「
３
つ
の
基
本
理
念
と
７
つ
の

教
育
理
念
」
を
再
確
認
し
「
共
に
生
き
る
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
七
月
一
四
日
（
火
）、
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
「
祝
賀
会
」、
七
月
二
七
日

（
月
）、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
感
謝
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
内
外
に
向
け
て
広
く
北

島
新
学
長
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆

国
際
医
療
福
祉
大
学
は
〝
病
気
や
障
害
を
持

つ
人
も
健
常
な
人
も
、
お
互
い
を
認
め
あ
っ
て

暮
ら
せ
る
「
共
に
生
き
る
社
会
」
の
実
現
〞
を

目
指
し
、
三
つ
の
基
本
理
念
と
七
つ
の
教
育
理

念
を
掲
げ
て
教
育
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
国
民
に
受
け
入
ら
れ
る
質
の
高
い
「
チ
ー

ム
医
療
」
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
将
来
メ
デ

ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
一
翼
を
担
う
学
生
に
向
け

て
、
教
育
ス
タ
ッ
フ
や
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
本
学
は
、
各

界
の
第
一
人
者
を
教
育
ス
タ
ッ
フ
に
招
く
と
同

時
に
、
優
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
と
先
進

の
教
育
ツ
ー
ル
を
用
い
て
日
々
の
教
育
に
あ
た

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
臨
床
実
習
を
重
視
し
、

先
端
設
備
を
擁
し
た
教
育
関
連
施
設
の
充
実
を

計
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
学
附

属
病
院
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
有
数
の
言
語
聴
覚

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
も
つ
国
際
医
療
福
祉
大
学

ク
リ
ニ
ッ
ク
や
多
く
の
福
祉
施
設
を
擁
し
、
さ

ら
に
全
国
に
約
六
〇
〇
も
の
関
連
実
習
施
設
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は

互
い
に
連
携
し
、
本
学
の
充
実
し
た
教
育
・
研

究
体
制
を
支
え
て
お
り
ま
す
。

他
大
学
に
類
を
見
な
い
本
学
の
特
長
の
ひ
と

つ
が
四
つ
の
附
属
病
院
を
擁
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
、
三
田

病
院
、
熱
海
病
院
に
、
本
年
四
月
か
ら
塩
谷
病

院
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
は
こ

れ
ま
で
の
診
療
実
績
を
基
に
特
色
の
あ
る
地
域

中
核
病
院
と
し
て
貢
献
す
る
と
同
時
に
、
臨
床

経
験
豊
富
な
教
育
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
計
り
、

木
目
の
細
か
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
則
り
慈
恵
の

心
を
も
っ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
養
成
す

べ
く
、
学
生
の
教
育
に
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
病
院
で
は
、
各
診
療
科
の

縦
割
り
を
廃
し
、
横
断
的
に
連
携
し
合
う
「
チ

ー
ム
医
療
」
を
確
立
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
学
生
に
と
っ
て
、
ご
く
自
然
に
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
や
他
の
専
門
職
と
の
共

同
作
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
識
を
学
ぶ
絶
好
の
教

育
機
会
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
の
中
で
、
学

生
は
短
期
間
で
医
療
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
の

高
度
な
ス
キ
ル
と
知
識
を
学
び
、
卒
業
時
に
施

行
さ
れ
る
国
家
試
験
で
は
高
い
合
格
率
を
上
げ
、
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9 福岡天神キャンパスレポート 第1回
10 大川キャンパスレポート 第16回

11 Topics & Columns
医療福祉・マネジメント学科「新入生歓迎会」開催／言語聴覚学
科「成人言語懇話会」開催／「平成21年度日本視能訓練士養成施
設連絡協議会第１回総会」開催／〈コラム〉私のおすすめ本 第12
回「成長するティップス先生‐授業デザインのための秘訣集‐」
（福岡リハビリテーション学部理学療法学科学科長田原弘幸）／前
田眞治教授が第28回温泉関係功労者として表彰される／総合教育
部授業紹介「人間と性」／「初期臨床研修医合同オリエンテーシ
ョン」開催／〈コラム〉サークル紹介 第７回 天文部／「関連職種
連携ワーク」がスタート／〈コラム〉私の主張 第12回「研究者の
マインド」（薬学部薬物動態学教授久岡正史）／看護学科の公開学
習会に奮ってご参加を／医療福祉・マネジメント学科「イブニン
グタイム」のお知らせ／学生アンケート結果の概要／平成21年度
奨学生決定／平成20年度学校法人国際医療福祉大学 決算報告

16 施設インフォメーション
〈国際医療福祉大学病院〉市民公開講座

〈国際医療福祉大学塩谷病院〉看護週間イベント

〈三田病院〉小川病院長ご挨拶・新病院の起工式が行われました

〈熱海病院〉第39回熱海病院院内学術懇話会・第16回熱海病院公開講座

〈山王病院〉新生児蘇生法講習会

〈化研病院〉心臓カテーテルと院内ＢＬＳ・ＡＣＬＳ講習開催について

〈高木病院〉自分たちに何ができるのか「未病と健康のつどい」

〈福岡山王病院〉福岡山王病院が開院 順調なスタート

20 医療福祉チャンネル774／
お知らせ IUHW Hot News

IUHW Note

平成21年度の広報委員会の委員が決定しました。
【広報委員長】丸木一成（医療福祉学部長）
【広報委員】重久加代子（看護学科）・川野英子〈看護学科〉・倉本ア
フジャ亜美（理学療法学科）・高村直裕（作業療法学科）・河野眞（作
業療法学科）・谷合信一（言語聴覚学科）・三柴恵美子（視機能療法
学科）・菊地義信（放射線・情報科学科）・横塚記代（放射線・情報
科学科）・中田健吾（医療福祉・マネジメント学科）・須藤昌寛（医
療福祉・マネジメント学科）・角南明彦（薬学科）・齋藤智恵（総合
教育センター語学教育部）・長谷川高志（情報教育センター）・田中
繁（大学院）・高石和秀（栃木・事務局）・高橋章子（栃木・事務局）
今井清健（小田原・広報担当）・原田ちはる（九州・広報担当）・金
井雅之（東京事務所・広報室）

二
〇
〇
九
年
七
月
、
本
学
は
北
島
政
樹
新
学
長
を
迎
え
ま
し
た
。

「学長就任式」で挨拶する北島新学長

各界から多くの来場者がつめかけた「祝賀会」

地元からのご来場者で賑わった「感謝のつどい」

・ 

人
間
中
心
の
大
学

・ 

社
会
に
開
か
れ
た
大
学

・ 

国
際
性
を
目
指
し
た
大
学

・ 

人
格
形
成

・ 

専
門
性

・ 

学
際
性

・ 

情
報
科
学
技
術 ・ 

国
際
性

・ 

自
由
な
発
想

・ 

新
し
い
大
学
経
営
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本
年
度
も
応
援
合
戦
を
制
し
た
の
は
二
年
生
の

熊
谷
宙
大
団
長
率
い
る
一
三
二
名
に
よ
る
「
看
護

学
科
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
で
あ
っ
た
。
こ
の

踊
り
は
、
平
成
一
三
年
頃
よ
り
看
護
学
科
の
学
生

た
ち
に
よ
り
踊
ら
れ
、
学
年
を
超
え
て
一
つ
の
こ

と
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
と
、
学
科
と
し
て
も
見

守
り
支
援
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

中
心
は
一
、
二
年
生
で
あ
り
、
現
在
の
団
長
は

十
一
代
目
。
全
学
年
を
通
し
て
こ
の
踊
り
へ
の
想

い
は
強
く
、
新
入
生
歓
迎
会
の
と
き
に
「
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
」
を
披
露
し
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も

の
た
ち
の
ハ
ー
ト
を
つ
か
む
。

ま
た
、
二
年
生
は
春
休
み
か
ら
、
踊
り
を
教
え

る
チ
ー
ム
と
、
は
っ
ぴ
作
製
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
新

入
生
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
す
る
。
毎
年
七
〇
名

程
が
新
し
く
加
わ
る
が
、
後
輩
と
な
る
参
加
者
全

員
の
は
っ
ぴ
は
、
先
輩
の
手
に
よ
り
一
つ
一
つ
縫

い
上
げ
ら
れ
る
。
新
入
生
は
先
輩
の
作
っ
た
赤
を

基
調
に
し
た
は
っ
ぴ
に
、
黒
の
布
で
切
り
抜
い
た

「
看
」
の
文
字
を
縫
い
つ
け
る
。
運
動
会
の
前
日
は

実
習
室
で
は
っ
ぴ
に
ア
イ
ロ
ン
掛
け
す
る
学
生
の

姿
を
見
受
け
る
。
晴
れ
の
舞
台
と
そ
れ
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
取
り
組
ん
だ
学
生
た
ち
の
想
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
風
景
で
あ
る
。

こ
の
踊
り
は
、
運
動
会
の
ほ
か
に
、
大
田
原
市

の
与
一
祭
り
や
茨
城
の
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
」、

卒
業
時
の
学
位
記
授
与
式
な
ど
で
も
披
露
さ
れ
る
。

卒
業
生
と
父
兄
を
前
に
、
階
段
式
の
教
室
の
通
路

に
配
し
た
後
輩
た
ち
は
同
じ
伝
統
を
受
け
継
ぐ
誇

り
を
胸
に
、
四
年
間
の
感
謝
を
こ
め
て
先
輩
の
た

め
に
踊
る
。
見
守
る
教
員
も
、
手
の
感
覚
が
な
く

な
る
ほ
ど
に
手
を
た
た
き
、
掛
け
声
を
か
け
る
。
そ

こ
に
は
胸
が
熱
く
な
る
よ
う
な
一
体
感
が
あ
る
。

在
籍
す
る
応
援
団
長
に
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」

の
魅
力
に
つ
い
て
た
ず
ね
て
み
た
。
四
年
生
の
滝

沢
拓
也
さ
ん
は
「
看
護
学
科
の
代
表
、
大
学
の
名

前
を
背
お
っ
て
地
域
や
県
外
で
も
踊
り
を
披
露
で

き
る
こ
と
。
横
の
つ
な
が
り
は
勿
論
、
縦
の
つ
な

が
り
が
で
き
る
こ
と
」。
三
年
生
の
高
橋
は
る
ひ
さ

ん
は
「
学
年
を
超
え
て
参
加
で
き
る
の
で
大
人
数

で
取
り
組
み
、
一
体
感
や
達
成
感
が
あ
る
。
日
ご

ろ
は
あ
ま
り
関
わ
る
こ
と
の
な
い
人
た
ち
と
も
こ

の
踊
り
を
通
し
て
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
」。
本
年

度
の
団
長
熊
谷
さ
ん
は
「
み
ん
な
の
意
見
を
ま
と

め
る
の
は
大
変
だ
が
、
そ
の
困
難
に
取
り
組
み
、
踊

り
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
る
。
先
輩

た
ち
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
引
き
継
い
で
、
こ

の
一
年
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

た
。
熊
谷
さ
ん
は
、
来
年
の
準
備
と
し
て
、
新
団

長
と
な
る
一
年
生
の
片
岡
崇
紘
さ
ん
に
こ
の
一
年

の
活
動
を
通
し
て
伝
統
を
伝
え
て
い
く
。

（
看
護
学
科
講
師
　
重
久
加
代
子
）
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O
-

TAWARA Campus運動会

IUHW 2009.8.20 ●写真は今年も写真部の協力をいただきました。ありがとうございました

第14回
運動会

5月24日（土）、大田原キャンパスにおいて
第14回運動会が開催された。
時折強い風が通り砂煙の舞う
コンディションでしたが

強い日差しの中
天候の心配をすることなく
それぞれ思う存分、練習の成果を発揮した。

一体感・対抗心・伝統・工夫
いろいろな本気が伝わった！

i n  O
-

T A W A R A  C a m p u s

■総合成績
優勝　理学療法学科...................................................................７９０点
２位　作業療法学科...................................................................６１０点
３位　医療福祉・マネジメント学科........................................５３０点
４位　看護学科...........................................................................４８０点
５位　視機能療法学科...............................................................４３０点
６位　放射線・情報科学科 .......................................................４１０点
７位　言語聴覚学科...................................................................４００点
８位　薬学科...............................................................................３１０点

部活動対抗リレー（本気編）
１位　ハンドボール
２位　フットサル
３位　手話研究部メビウス
４位　クロスオーバー（ダンス）

部活動対抗リレー（部活動紹介編）
・吹奏楽
・ラクロス
・ダンス部
・ジョンビー・ジョンバ（ダンス）
・海外知見サークル　ＯＰＳＴ
・硬式テニス

実行委員長の看護学科2年
北川紗希さん

看
護
学
科
伝
統
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
物
語



学
長
式
辞

谷
修
一
学
長

本
日
入
学
し
た
学
部
学
生
は
八
九
五
人
、
大

田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
大
学
院
生
は
六
三
人

で
す
。
こ
の
中
に
は
、
中
国
、
韓
国
、
モ
ン
ゴ

ル
、
ネ
パ
ー
ル
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
学
部
、
大

学
院
合
わ
せ
て
一
三
名
の
留
学
生
の
皆
さ
ん
も

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
臨
席
の
多
数
の
保
護

者
、
ご
家
族
の
皆
様
に
も
心
よ
り
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

本
学
は
、
医
療
や
福
祉
の
専
門
職
の
地
位
の

向
上
と
高
度
な
教
育
、
将
来
に
お
け
る
優
れ
た

指
導
者
を
必
要
と
す
る
時
代
の
要
請
に
応
え
る

と
い
う
大
き
な
夢
を
も
っ
て
、
平
成
七
年
に
開

学
し
ま
し
た
。
以
来
、
病
め
る
人
も
障
害
を
持

つ
人
も
健
康
な
人
も
、
お
互
い
を
人
間
と
し
て

の
尊
厳
を
認
め
あ
っ
て
生

き
る
こ
と
を
「
共
に
生
き

る
社
会
を
築
く
」
と
い
う

理
念
で
表
わ
し
、
こ
れ
を

全
学
科
に
共
通
す
る
教
育

の
理
想
と
し
て
掲
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

更
に
、
本
学
の
教
育
で

重
視
し
て
い
る
こ
と
の
一

つ
は
、
臨
床
教
育
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
大
学
構
内

及
び
周
辺
地
区
に
医
療
福

祉
施
設
を
整
備
し
て
お
り

ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、

障
害
者
の
た
め
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

や
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
、

高
齢
者
の
た
め
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
を
持
ち
、

ま
た
隣
の
那
須
塩
原
市
に

附
属
病
院
や
老
人
保
健
施

設
な
ど
、
更
に
静
岡
県
熱
海
市
に
熱
海
病
院
、

東
京
都
港
区
に
三
田
病
院
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
四
月
か
ら
は
、
矢
板
市
の
塩
谷
総
合
病
院

を
栃
木
県
の
要
請
に
よ
り
本
学
が
引
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
附
属
・
関
連

施
設
を
通
じ
て
、
学
生
の
臨
床
教
育
の
充
実
を

目
指
す
と
と
も
に
、
教
員
の
先
生
方
に
と
っ
て

は
、
研
究
や
臨
床
技
術
の
研
鑚
の
場
と
も
な
っ

て
お
り
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
教
育
の
現
場

の
中
に
医
療
や
福
祉
の
現
場
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
障
害
者
や
病
気
の
人
と
身
近
に
触
れ
合

い
、
将
来
の
医
療
福
祉
職
へ
の
よ
り
明
確
な
動

機
付
け
と
な
り
、「
共
に
生
き
る
社
会
」
を
身
近

な
も
の
に
実
感
で
き
ま
す
。

学
部
に
入
学
さ
れ
た
新
入
生
の
多
く
の
皆
さ

ん
は
将
来
、
医
療
や
福
祉
の
現
場
で
人
と
直
に

接
し
、
病
気
や
障
害
と
向
き
あ
う
仕
事
で
す
か

ら
、
病
に
苦
し
む
人
、
障
害
に
悩
む
人
と
同
じ

目
線
で
、
生
身
の
人
間
と
し
て
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
が
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
豊
か
な
人
間
性
を
養
う
と
い
う
意

味
か
ら
も
、
自
分
の
専
門
以
外
の
こ
と
に
つ
い

て
幅
広
い
教
養
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

私
は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
は
、
学
生
の
た

め
に
あ
っ
て
こ
そ
将
来
に
わ
た
っ
て
発
展
す
る

と
考
え
て
お
り
、
教
職
員
一
同
は
、
皆
さ
ん
が

入
学
前
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
満
た
さ
れ
達

成
で
き
る
か
ど
う
か
、
教
育
の
内
容
や
そ
れ
を

支
援
す
る
体
制
が
十
分
か
ど
う
か
な
ど
が
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
全
て
は
、
皆
さ
ん
自
身
の
意
欲
次

第
で
す
。
自
ら
を
律
し
、
自
ら
考
え
、
そ
し
て

自
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
は
、
楽
し
く

充
実
し
て
輝
き
に
満
ち
た
場
所
と
な
り
ま
す
。

友
人
と
の
交
流
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
地
域
の
人
々

と
の
親
睦
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
へ
の
参
加
な
ど
、

何
か
一
つ
打
ち
込
め
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
、

学
業
以
上
に
皆
さ
ん
の
人
生
に
と
っ
て
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い
日
に
夢
見
た
理
想

や
目
的
を
心
に
と
ど
め
て
、
夢
に
忠
実
に
生
き

続
け
る
と
い
う
気
持
ち
で
、
こ
れ
か
ら
の
学
生

生
活
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
期
待
し
て
、
私
の
歓
迎

の
挨
拶
と
し
ま
す
。
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誓
い
の
こ
と
ば
（
抜
粋
）

超
高
齢
社
会
へ
と
突
入
し
た
今
の
日
本
で
は
、

医
療
と
福
祉
の
連
携
が
大
変
重
要
視
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
を
目
指
す

私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
大
学
で
の
学
習
は
大

変
貴
重
な
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
積
極
的

に
学
業
に
励
み
、
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
る

と
と
も
に
、
病
院
や
福
祉
施
設
で
の
実
習
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
、
人
の
為
に
行
動
す
る

こ
と
の
大
切
さ
や
喜
び
を
感
じ
、
相
手
を
思
い

や
る
心
や
広
い
視
野
を
養
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

医
療
・
福
祉
の
現
場
で
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い

る
卒
業
生
の
方
々
や
、
目
標
に
向
か
い
日
々
努

力
な
さ
っ
て
い
る
先
輩
方
の
姿
を
見
習
い
、
先

生
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
新
入
生
一
同
学
業
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。
国
際
医
療
福
祉
大
学
に
入

学
で
き
た
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
決
意
も
新
た

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る

こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

学
部
新
入
生
代
表

医
療
福
祉
学
部
　
医
療
福
祉
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

鈴
木
詩
織
さ
ん

今
日
、
我
が
国
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野

は
大
き
な
変
動
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
社
会
の
到
来
や
疾
病
構
造
の
変
化
と
い
っ

た
状
況
の
中
で
、
疾
患
や
障
害
を
持
つ
方
々
に

対
す
る
早
期
地
域
移
行
支
援
・
就
労
支
援
な
ど
、

我
々
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
は
、
専
門
職
と
し
て
の
視
点

に
立
脚
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
一
層
強
め
て
い
ま
す
。

私
が
大
学
院
へ
の
進
学
を
決
意
し
た
の
は
、
こ

の
時
代
に
臨
床
の
場
に
立
つ
専
門
職
と
し
て
、

よ
り
高
度
な
専
門
性
と
幅
広
い
視
野
の
習
得
が

必
要
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は
、
素

晴
ら
し
い
教
授
陣
の
も
と
、
高
度
専
門
職
に
足

り
う
る
幅
広
い
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
と
と

も
に
、
深
い
人
間
性
の
獲
得
を
目
指
し
、
研
究

と
勉
学
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
技
術
を
社
会
へ
還

元
し
、
広
く
国
民
の
健
康
に
寄
与
で
き
る
よ
う

自
己
研
鑽
に
努
め
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

大
学
院
新
入
生
代
表

大
学
院
医
療
福
祉
学
研
究
科
　
修
士
課
程
保
健

医
療
学
専
攻

作
業
療
法
学
分
野

有
村
宗
洋
さ
ん

6

O
-

TAWARA Campus入学式

平
成
21
年
度
新
入
学
生
概
要

■
学
部

１
３
２
０
名

﹇
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈

８
９
５
名

保
健
医
療
学
部

６
１
０
名

看
護
学
科

１
３
１
名

理
学
療
法
学
科

１
０
３
名

作
業
療
法
学
科

１
０
１
名

言
語
聴
覚
学
科

９
４
名

視
機
能
療
法
学
科

５
３
名

放
射
線
・
情
報
科
学
科

１
２
８
名

医
療
福
祉
学
部

１
６
７
名

医
療
福
祉
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

１
６
７
名

薬
学
部

１
１
８
名

薬
学
科

１
１
８
名

﹇
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈

小
田
原
保
健
医
療
学
部

１
５
９
名

看
護
学
科

５
７
名

理
学
療
法
学
科

５
１
名

作
業
療
法
学
科

５
１
名

﹇
福
岡
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈

福
岡
看
護
学
部

１
０
２
名

看
護
学
科

１
０
２
名

﹇
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

１
６
４
名

理
学
療
法
学
科

８
２
名

作
業
療
法
学
科

４
１
名

言
語
聴
覚
学
科

４
１
名

■
大
学
院

２
６
６
名

医
療
福
祉
額
研
究
科

２
５
３
名

保
健
医
療
学
専
攻
修
士
課
程

１
３
２
名

医
療
福
祉
経
営
専
攻
修
士
課
程

４
０
名

臨
床
心
理
学
専
攻
修
士
課
程

２
５
名

保
健
医
療
学
専
攻
博
士
課
程

５
６
名

薬
科
学
研
究
科

１
３
名

医
療
・
生
命
薬
科
学
専
攻
修
士
課
程

１
３
名

平
成
二
一
年
度

学
部
入
学
式
並
び
に

大
学
院
入
学
式

国
際
医
療
福
祉
大
学
　
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

期
日
　
平
成
二
一
年
四
月
四
日
（
土
）

会
場
　
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
一
階

式
次
第

校
歌
斉
唱

式
辞

来
賓
祝
辞

新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば

学
部
長
・
学
科
長
紹
介



平
成
二
一
年
五
月
三
日
（
日
）、
小
田
原
市
観

光
協
会
主
催
の
第
四
五
回
北
條
五
代
祭
に
大
学

の
代
表
と
し
て
、
学
生
が
一
五
名
パ
レ
ー
ド
に

参
加
し
た
。
今
年
が
大
学
と
し
て
の
初
の
参
加

と
な
る
。
観
光
都
市
小
田
原
と
し
て
の
最
大
の

祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
地
域
貢
献
の
一
つ

で
あ
る
と
と
も
に
、
大
学
の
名
前
を
地
域
の
人
々

に
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
と
ら
え
、
参

加
し
た
。

今
年
の
北
條
五
代
祭
は
、
四
五
回
と
い
う
節

目
の
回
で
あ
り
、
今
春
に
再
建
さ
れ
た
馬
出
門

（
う
ま
だ
し
も
ん
）
の
披
露
も
兼
ね
て
い
た
こ
と

か
ら
、
沿
道
に
は

見
物
客
約
一
七
万

人
が
駆
け
付
け
、

参
加
者
へ
拍
手
を

送
っ
た
。
パ
レ
ー

ド
に
は
、
武
者
に

扮
し
た
五
〇
隊
約

一
八
〇
〇
人
が
参

加
。
学
生
は
北
條

氏
綱
隊
の
軍
列
に
加
わ
り
、
勇
壮
な
武

者
と
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
。

本
物
の
甲
冑
を
身
に
纏
っ
た
学
生
。

初
め
て
身
に
付
け
る
甲
冑
に
戸
惑
い
を

見
せ
て
い
た
が
、
パ
レ
ー
ド
開
始
が
近

付
く
に
つ
れ
て
、
引
き
締
ま
っ
た
顔
を

見
せ
て
い
た
。

参
加
し
た
学
生
は
「
小
田
原
の
大
学

に
通
っ
て
い
る
の
で
、
是
非
参
加
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
参
加
へ

の
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
る
。
参
加
理

由
は
様
々
で
は
あ
る
が
、
伝
統
あ
る
祭

り
へ
の
参
加
を
各
々
が
楽
し
ん
で
い
た
。

午
後
、
小
田
原
城
跡
内
に
あ
る
銅
門

（
あ
か
が
ね
も
ん
）
広
場
に
て
出
陣
式
が

行
わ
れ
、
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
、
全

員
が
「
エ
イ
、
エ
イ
、
オ
ー
」
と
勝
鬨
を
挙
げ

る
と
、
地
響
き
が
起
こ
っ
た
。
北
條
鉄
砲
衆
の

号
砲
を
合
図
に
パ
レ
ー
ド
は
ス
タ
ー
ト
。
小
田

原
市
長
扮
す
る
北
條
早
雲
を
先
頭
に
騎
馬
隊
は
、

真
新
し
い
馬
出
門
を
く
ぐ
り
、
小
田
原
市
街
地

を
練
り
歩
く
。
天
気
は
快
晴
で
あ
っ
た
が
、
強

風
が
吹
き
荒
れ
る
中
で
ほ
ら
貝
や
ド
ラ
を
打
ち

鳴
ら
し
な
が
ら
の
パ
レ
ー
ド
。
旗
や
幟
を
掲
げ

な
が
ら
歩
く
に
は
苦
労
す
る
パ
レ
ー
ド
と
な
っ

た
が
、
沿
道
の
見
物
客
や
、
応
援
に
駆
け
付
け

た
学
生
か
ら
「
頑
張
れ
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る

と
、
笑
顔
で
応
え
て
い
た
。

慣
れ
な
い
甲
冑
を
着
て
、
二
・
七
キ
ロ
の
距

離
を
一
時
間
半
か
け
て
の
パ
レ
ー
ド
。
疲
れ
を

見
せ
る
か
と
思
っ
た
が
、
終
わ
っ
て
か
ら
も
、

パ
レ
ー
ド
中
と
変
わ
ら
ぬ
笑
顔
。
学
生
は
「
沿

道
の
皆
さ
ん
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
話
し
か
け
て

く
れ
た
の
で
、
す
ご
く
楽
し
く
歩
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。」
と
感
想
を
口
に
し
て
い
た
。

今
年
初
参
加
の
北
條
五
代
祭
、
今
後
と
も
伝

統
的
な
祭
り
に
参
加
し
、
大
学
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域

へ
の
貢
献
を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
総
務
課
　
下
田
　
岳
史
）

恒
例
の
市
民
公
開
講
座
開
催

平
成
二
一
年
五
月
二
四
日
（
日
）、
恒
例
と
な

っ
て
い
る
市
民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
小

田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
と
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し

て
今
年
で
四
回
目
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
家
族

と
自
分
と
み
ん
な
の
健
康
を
考
え
る
―
わ
く
わ

く
測
定
体
験
―
」。
就
学
前
の
お
子
さ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
参
加
で
き
る
体
験
型
の
講
座
で
、
今

年
は
健
康
に
関
す
る
二
〇
の
講
座
が
用
意
さ
れ

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
昨
年
よ
り
多
い
二
〇
〇
名
を
超
え
る
方
々

が
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
た
。

こ
こ
で
講
座
の
い
く
つ
か
を
紹
介
。

ま
ず
は
、
身
体
測
定
を
は
じ
め
、
血
管
年
齢
、

骨
密
度
、
肺
年
齢
を
測
定
す
る
「
計
っ
て
知
ろ

う
！
　
か
ら
だ
の
サ
イ
ン
と
さ
び
具
合
」。
こ
の

講
座
で
、
今
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の

後
、
血
液
や
脳
に
つ
い
て
模
型
や
図
表
を
使
っ

て
紹
介
す
る
「
人
の
か
ら
だ
の
不
思
議
」
で
人

の
か
ら
だ
に
つ
い
て
知
る
。

そ
の
他
、
認
知
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
あ

な
た
の
脳
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
？
」、
一
次
救

急
や
避
難
所
生
活
で
生
き
抜
く
知
恵
を
体
験
す

る
「
災
害
時
の
命
の
ガ
ー
ド
」、
体
力
測
定
を
行

う
「
今
年
も
わ
く
わ
く
体
力
測
定
」
な
ど
を
体

験
し
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
「
ス
ト
レ
ス
は
人
生
の
ス
パ
イ
ス
」
で

心
を
癒
す
。

ま
た
、
今
回
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
就
学

前
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ

ズ
大
集
合
！
」
を
開
催
し
、
例
年
よ
り
お
子
さ

ん
や
、
そ
の
親
と
な
る
年
代
層
の
来
場
者
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
は
開
催
日
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
作
り
予
防
方
法

の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
会
場
内
に
手
指

消
毒
薬
を
配
置
し
、
希
望
す
る
来
場
者
に
マ
ス

ク
を
配
布
し
た
。
ま
た
、『
手
洗
い
』
に
つ
い
て

の
講
座
で
は
、
実
際
に
手
を
洗
っ
て
も
ら
い
、

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
そ
の
結
果
を
体
験

し
て
も
ら
う
な
ど
、
参
加
者
に
と
っ
て
関
心
の

高
い
事
柄
に
つ
い
て
効
果
的
な
講
座
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
大
変
喜
ば
れ
た
。

ま
た
、
来
場
者
か
ら
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。」「
今
後
も
公
開
講
座
を
続
け
て
欲

し
い
。」「
学
生
の
あ
い
さ
つ
が
爽
や
か
だ
っ
た
。」

な
ど
の
お
ほ
め
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

各
公
開
講
座
と
も
、
二
年
生
を
中
心
に
準
備

を
行
い
、
一
年
生
は
来
校
さ
れ
た
市
民
の
方
々

の
接
遇
・
案
内
を
担
当
し
た
。
そ
し
て
、
市
民

や
学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
従
前
ど

お
り
行
っ
た
が
、
今
年
か
ら
指
導
し
た
教
員
に

対
し
て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
今
後
の
本
事

業
の
充
実
・
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
今
後
と
も
、
大
学
の
持
つ
知
見
を

地
域
社
会
に
還
元
し
、
地
域
の
方
々
の
健
康
づ

く
り
に
役
立
つ
よ
う
市
民
公
開
講
座
を
続
け
、

地
域
社
会
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
。

（
総
務
課
　
高
久
晃
）
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四
月
七
日
の
入
学
式
に
一
〇
二
名
の
新
入
生

を
迎
え
て
五
か
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
福
岡
看
護
学
部
と
し
て

の
歴
史
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
都
市

型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
特
色
あ
る
大
学
創
り
に

む
け
て
教
職
員
お
よ
び
学
生
と
も
ど
も
励
ん
で

い
る
。
こ
れ
は
新
し
い
学
部
の
伝
統
の
は
じ
ま

り
を
予
感
さ
せ
て
い
る
。
福
岡
看
護
学
部
看
護

学
科
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
太
田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
（
藤
本
学
科
長
）、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
（
島

内
学
科
長
）
の
看
護
学
科
に
加
え
て
設
立
さ
れ

た
。
三
校
が
連
携
を
取
り
つ
つ
運
命
共
同
体
と

し
て
歩
む
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
今
年
三
月
に

初
め
て
卒
業
生
を
出
し
た
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
と
は
場
所
は
離
れ

て
い
る
が
、
運
命
共
同
体
と
し
て
機
能
す
る
。

福
岡
看
護
学
部
の
開
学
準
備
の
二
〇
〇
八
年

は
、
全
国
の
看
護
系
大
学
に
対
し
て
、
文
部
科

学
省
か
ら
時
代
に
即
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

正
の
要
求
が
な
さ
れ
た
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
慌
た
だ
し
い
開
学
準
備
の
中
に
も

時
代
を
先
取
り
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
ス
タ
ー

ト
で
き
た
。
こ
れ
は
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
と

感
謝
し
て
い
る
。

高
校
の
延
長
の
よ
う
な

幼
さ
を
残
し
た
入
学
式
当

初
の
学
生
か
ら
、
最
近
で

は
新
生
活
に
も
慣
れ
大
学

生
ら
し
さ
が
芽
生
え
た
感

が
あ
る
。
学
生
の
表
情
に
も
落
ち
着
き
が
出
て

き
て
い
る
。
そ
れ
は
五
月
の
連
休
明
け
か
ら
本

格
的
に
始
ま
っ
た
授
業
や
高
那
会
グ
ル
ー
プ
と

の
合
同
運
動
会
、
六
月
初
め
に
行
わ
れ
た
基
礎

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
の
早
期
体
験
実
習
を
経
た
か
ら

と
考
え
る
。

早
期
体
験
実
習
で
は
発
見
学
習
と
し
て
学
生

の
気
づ
き
を
狙
い
と
し
て
臨
み
、
終
了
後
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
そ
の

成
果
を
発
表
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

学
生
は
ま
ず
、
自
分
た
ち
の
「
思
い
込
み
」
に

気
づ
い
て
い
る
。
患
者
さ
ん
と
は
不
安
で
と
に

か
く
辛
く
、
ず
っ
と
病
気
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ

て
い
て
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
だ
と
表
現
し
て
い
た
。

患
者
さ
ん
と
話
を
し
て
み
る
と
病
気
や
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か

だ
が
、
学
生
が
気
づ
い
た
の
は
「
患
者
さ
ん
は

希
望
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ

と
は
大
変
興
味
あ
る
発
見
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

看
護
師
に
対
し
て
も
同
様
で
、
と
に
か
く
仕
事

が
大
変
！
　
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
が
、

「
忙
し
い
中
に
も
患
者
さ

ん
一
人
ひ
と
り
を
見
て

い
て
、
目
線
の
高
さ
を

合
わ
せ
、
学
生
に
は
理

解
で
き
な
か
っ
た
患
者

さ
ん
か
ら
の
非
言
語
的

表
現
で
の
要
求
を
わ
か

っ
て
あ
げ
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
、
相
手
の
立

場
に
な
っ
て
そ
の
人
を
思
い
や
る
と
い
う
看
護

師
の
姿
勢
に
気
づ
い
て
い
た
。
学
生
は
い
ろ
い

ろ
な
気
づ
き
が
あ
り
細
部
ま
で
よ
く
見
て
い
て

こ
れ
か
ら
の
学
生
の
成
長
が
楽
し
み
で
あ
る
。

福
岡
看
護
学
部
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で

あ
る
が
、
四
年
後
の
完
成
年
次
に
向
け
て
都
市

型
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
が
故

の
教
育
環
境
、
施
設
整
備
な

ど
、
大
学
と
し
て
の
内
容
、

規
模
の
拡
充
や
関
連
施
設
と

の
研
究
・
臨
床
教
育
等
に
関

す
る
推
進
を
課
題
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
学
生
は
真
面
目

に
素
直
に
成
長
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
目
の
輝
き
を
失
わ

せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
懸
命
に
誠
実
に
そ

し
て
思
い
や
り
を
持
っ
て
学
生
を
育
て
た
い
。

福
岡
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
始
ま
る

二
〇
〇
九
年
四
月
七
日
、
つ
い
に
福
岡
看
護

学
部
が
開
学
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
朝
か
ら
天

神
キ
ャ
ン
パ
ス
に
や
や
緊
張
気
味
の
ス
ー
ツ
姿

の
学
生
た
ち
が
集
ま
り
、
午
前
一
〇
時
三
〇
分
、

厳
か
に
「
国
際
医
療
福
祉
大
学
福
岡
看
護
学
部

開
学
式
・
入
学
式
　
大
学
院
　
入
学
式
」
が
始

ま
っ
た
の
で
し
た
。

開
会
の
辞
の
後
、
校
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
実
は
新
入
生
た
ち
は
、
入
学
式
前
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
か
ら
秘
か
に
練
習
を

つ
ん
で
い
た
の
で
す
。
練
習
の
最
初
は
恥
ず
か

し
が
っ
て
な
か
な
か
大
き
な
声
を
出
せ
な
か
っ

た
学
生
た
ち
で
し
た
が
、
本
番
で
は
見
事
な
歌

声
を
披
露
し
、
福
岡
看
護
学
部
第
一
期
生
と
し

て
立
派
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
高
木
邦
格
理
事
長
、
谷
修
一
学
長
、

開
原
成
允
大
学
院
長
の
式
辞
に
続
き
、
福
岡
市

長
代
理
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
鈴
宮
寛
子
・

中
央
保
健
所
長
、
な
ら
び
に
大
城
節
子
・
福
岡

県
議
会
議
員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

入
学
式
後
、
新
し
い
環
境
、
新
し
い
友
人
、

今
ま
で
と
は
違
う
大
学
の
授
業
形
式
に
戸
惑
い

を
み
せ
る
学
生
た
ち
で
し
た
が
、
そ
れ

に
も
徐
々
に
慣
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は

明
る
い
笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

五
月
に
は
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
合
同
運

動
会
が
行
わ
れ
、
よ
り
一
層
強
く
団
結

し
た
第
一
期
生
た
ち
は
、
六
月
に
行
わ

れ
た
初
め
て
の
体
験
実
習
も
乗
り
切
り
、

先
生
た
ち
を
う
な
ら
せ
る
よ
う
な
見
事

な
発
表
も
披
露
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
四
年
間
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

び
、
成
長
し
て
い
く
彼
ら
に
大
い
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
部
　
藤
田
祐
子
）
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五
月
九
日
（
土
）、
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
が

朝
か
ら
照
り
つ
け
る
中
、「
新
入
生
歓
迎
会
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
上
級
生
が
参
加
し

ま
し
た
が
、
特
に
二
年
生
を
中
心
と
し
た
三
〇

名
の
実
行
委
員
は
、
調
理
、
設
営
、
配
膳
兼
誘

導
に
分
か
れ
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き
が
頼
も

し
く
映
り
ま
し
た
。

九
時
に
大
学
に
集
合
、
蛇
尾
川
緑
地
広
場
ま

で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
現
地
で
は
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
実
行
委
員
と
教
員
が

作
っ
た
豚
汁
や
焼
き
物
な
ど
に
参
加
者
全
員
が

舌
鼓
を
打
ち
、
新
学
科
の
誕
生
に
ふ
さ
わ
し
い

連
帯
感
を
作
り
上
げ
る
「
手
作
り
の
歓
迎
会
」

と
な
り
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
、
安
全
に
配
慮
し

つ
つ
、
一
六
七
名
の
新
入
生
を
一
〇
名
程
度
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
実
施
、
各
グ
ル
ー
プ
は
、
ゴ

ー
ル
ま
で
の
道
の
り
を
メ
ン
バ
ー
皆
が
智
恵
と

気
持
ち
を
一
つ
に
し
て

乗
り
切
り
ま
し
た
。
あ

ま
り
の
日
差
し
の
強
さ

に
、
運
動
会
用
テ
ン
ト

を
急
遽
増
設
し
ま
し
た

が
、
設
営
・
撤
去
等
目

立
た
な
い
場
面
で
も
、

学
生
・
教
員
の
一
致
協

力
し
た
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

「
新
入
生
歓
迎
会
」
開
催

調
理
で
は
、
朝
七
時
か
ら
介
護
実
習
室
で
手

作
り
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
環
境
保

護
を
意
識
し
、
各
自
食
器
を
持
ち
寄
り
と
し
た

た
め
、
現
地
で
の
配
膳
に
手
間
取
り
ま
し
た
が
、

こ
う
い
っ
た
教
訓
も
次
回
に
繋
げ
て
い
け
る
素

敵
な
歓
迎
会
で
し
た
。

（
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
准
教
授
　
浅
香
勉
）

成
人
言
語
懇
話
会
は
、
言
語
聴
覚
学
科
の
卒

業
生
の
な
か
で
、
成
人
言
語
領
域
（
失
語
症
・

高
次
脳
機
能
障
害
等
）
と
成
人
発
声
発
語
領
域

（
構
音
障
害
や
嚥
下
障
害
）
に
就
職
し
た
卒
業
生

を
対
象
と
し
た
「
成
人
言
語
懇
話
会
」
を
毎
年

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
卒
後

教
育
の
充
実
を
図
る
と
共

に
、
研
究
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
職

場
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る

場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

お
り
、
卒
業
生
同
士
の
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
第
一
回
は
、
五

月
二
三
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
は
、
遠
く
は
長
野
県
か
ら
駆
け
付
け
た
方
を
含

む
一
五
名
の
卒
業
生
が
集
ま
っ
た
。
ま
ず
、
自
己

紹
介
と
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
様
子
を
報
告
し
た
。

今
年
の
三
月
に
卒
業
し
た
卒
業
生
が
多
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
で
悩
み
な
が
ら
も
一
歩
ず
つ
言
語
聴

覚
士
と
し
て
歩
み
始
め
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。

後
半
は
、
足
利
赤
十
字
病
院
の
川
島
さ
ん
（
八

期
生
）
が
症
例
報
告
を
行
っ
た
。
非
常
に
興
味

言
語
聴
覚
学
科

「
成
人
言
語
懇
話
会
」
開
催

深
い
症
例
を
詳
細
な
デ
ー
タ
と
共
に
報
告
し
、

参
加
者
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

今
年
度
本
学
科
で
は
、
卒
業
生
向
け
の
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
を
開
始
し
た
。
本
会
や
同
窓

会
を
通
じ
て
卒
後
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
言
語
聴
覚
学
科
　
助
教
　
谷
合
信
一
）

六
月
五
日
、
大
阪
国
際
会
議
場
に
て
、
平
成

二
一
年
度
日
本
視
能
訓
練
士
養
成
施
設
連
絡
協

議
会
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

本
協
議
会
加
盟
校
二
二
校
中
二
一
校
三
二
名
が

参
加
し
た
。
国
際
医
療
福
祉
大
学
視
機
能
療
法

学
科
は
、
平
成
一
九
年
度
よ
り
事
務
局
を
担
当

し
て
お
り
、
新
井
田
孝
裕
学
科
長
が
会
長
を
務

め
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
第
一
回
教
員
研
修
を
実
施
し
、
大
変
好
評
を

博
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
八
月
下
旬
第

二
回
教
員
研
修
を
本
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

実
施
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
視
能
訓
練
士
の
知

名
度
を
上
げ
る
た
め
の
活
動
と
し
て
、
昨
年
度

は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
一
般
向
け
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
を
行
っ

た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
、
高
校
生
向
け
ポ
ス
タ

ー
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
等
、
幅
広
い

広
報
活
動
の
展
開
を
予
定
し
て
い
る
。
特
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、
Ｑ
＆
Ａ
や
、
卒
業

生
の
声
欄
を
設
け
、
高
校
生
が
興
味
を
持
ち
や

す
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
様
々
な
活
動
を
実
施
す
る
に
伴
い
、
活
動
経

費
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
昨
年
度
、
年
会
費

を
そ
れ
ま
で
の
一
万
円
か
ら
五
万
円
に
引
き
上

げ
た
。
今
年
度
か
ら
は
賛
助
会
員
を
募
集
し
、

「
平
成
二
一
年
度
日
本
視
能
訓
練
士

養
成
施
設
連
絡
協
議
会
第
１
回
総

会
」
開
催

T
o

p
ic

s

ト
ピッ
ク
ス
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時
の
移
ろ
い
は
早
い
も
の
で
今
年
も
桜
や
ツ
ツ
ジ
を

愛
で
る
間
も
な
く
、
外
を
歩
く
と
あ
じ
さ
い
の
季
節
に

入
っ
て
い
る
（
こ
の
原
稿
が
活
字
に
な
る
頃
に
は
紫
陽

花
も
終
わ
り
か
な
？
）。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
学
生

諸
君
も
、
在
校
生
は
過
年
度
よ
り
も
良
い
意
味
で
も
悪

い
意
味
で
も
大
人
び
た
態
度
を
と
り
、
ま
た
新
入
生
も

高
校
生
活
と
大
学
生
活
の
違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
次

第
に
大
学
生
ら
し
く
な
っ
て
い
く
姿
に
は
驚
か
さ
れ
る

（
私
は
着
任
し
て
五
年
目
に
入
る
の
だ
が
、
成
長
し
て

い
る
の
は
腹
周
り
だ
け
か
も
し
れ
な
い
）。
当
学
部
も

完
成
年
次
を
過
ぎ
て
五
年
目
に
入
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
改
変
な
ど
新
た
な
発
展
の
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

〝O
h,N

o!!

〞
か
ら
の
出
発

私
は
、
大
学
入
門
講
座
の
ま
な
び
学
や
専
門
基
礎
分

野
の
神
経
内
科
学
や
脳
神
経
外
科
学
の
他
、
神
経
心
理

学
や
生
理
学
実
習
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
。
特
に

〝
脳
・
神
経
機
能
〞
に
関
係
す
る
科
目
は
、
理
学
・
作

業
・
言
語
聴
覚
療
法
の
全
て
の
分
野
の
知
識
を
担
う
重

要
な
柱
の
一
つ
と
自
負
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の

学
生
に
し
て
み
る
と
厄
介
な
教
科
で
、
中
に
は
〝
神

経
〞〝
脳
〞
と
聞
い
た
だ
け
で
〝O

h,N
o!!

〞
と
叫
ん
で

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
教
科
書
や
参
考
書
す
ら
見

な
い
と
い
う
学
生

も
い
る
と
聞
く
。

教
え
る
側
か
ら
し

て
み
れ
ば
、〝
神
経

学
〞
ほ
ど
機
能
や

障
害
機
序
が
理
路

整
然
と
し
、
覚
え
る
ポ
イ
ン
ト
が
少
な
い
領
域
は
他
に

は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
他
の
分
野
の
先
生
ご
め

ん
な
さ
い
!!
）。
推
理
小
説
好
き
に
は
堪
え
ら
れ
な
い

学
問
の
は
ず
な
の
だ
が
、
い
つ
も
敬
遠
さ
れ
肩
身
の
狭

い
思
い
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
〝
食
わ
ず
嫌
い
〞

的
な
教
科
へ
の
理
解
度
を
あ
げ
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

目
的
で
、
出
席
票
の
代
わ
り
に
自
由
に
質
問
や
授
業
へ

の
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

毎
年
「
神
経
学
の
勉
強
の
仕
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」

と
の
質
問
が
後
を
絶
た
な
い
。〝
ま
ず
、
神
経
学
を
好

き
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
障
害
が
起
こ
っ
て
い
る
人
の

身
に
な
っ
て
、
そ
の
姿
か
た
ち
の
真
似
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
〞
な
ど
と
中
途
半
端
な
回
答
し
、
以
後
折

り
に
触
れ
研
究
室
で
お
菓
子
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、〝
脳
・
神
経
〞
に
興
味
を
持
た

そ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
効
果
が
上
が

っ
て
い
る
の
か
い
つ
も
心
配
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
学
生
が
実
習
先
か
ら
電
話
や
メ
ー
ル
で
、
患
者

さ
ん
の
症
状
や
診
断
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
交
え
な

が
ら
質
問
し
て
く
る
の
に
接
す
る
と
、「
あ
な
が
ち
〝

O
h,N

o!!

〞
か
ら
の
出
発
も
悪
く
な
い
な
！
」
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
あ
と
は
、
学
生
諸
君
に
〝
や

る
気
〞
や
〝
効
率
の
良
い
学
習
法
〞
を
早
く
身
に
付
け

さ
せ
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
変

―〝
ま
な
び
学
〞
の
意
図
す
る
も
の
―

本
年
度
の
入
学
生
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
大
幅
に

変
更
し
、
そ
の
目
玉
と
し
て
〝
ま
な
び
学
〞
を
開
講

し
た
。〝
ま
な
び
学
〞
は
、
大
学
入
門
講
座
の
位
置

づ
け
で
、
高
校
時
代
と
異
な
る
大
学
生
と
し
て
の
生

活
の
仕
方
、
大
学
で
の
諸
手
続
き
の
方
法
や
勉
強
の

方
法
や
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
な
ど
を
初
歩
か
ら
学
習

し
、
４
年
間
の
大
学
生
活
を
有
意
義
に
実
り
あ
る
も

の
と
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
、
そ

し
て
学
科
の
枠
組
み
を
取
り
外
し
て
医
療
系
専
門
職

で
求
め
ら
れ
る
〝
知
識
（
一
般
常
識
や
医
学
的
知
識

な
ど
の
基
礎
知
識
と
そ
れ
を
応
用
し
た
客
観
的
判
断

能
力
や
計
画
遂
行
能
力
）〞、〝
技
能
（
医
療
技
術
や

表
現
能
力
）〞、〝
態
度
（
感
情
の
抑
制
や
他
者
へ
の

配
慮
な
ど
の
人
格
的
成
熟
）〞
を
習
得
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
四
月
下
旬
に
は
、
谷
学
長

（
七
月
よ
り
名
誉
学
長
）
の
講
演
を
基
に
グ
ル
ー
プ

討
議
で
医
療
人
と
し
て
の
資
質
を
考
え
る
よ
う
に
企

画
し
た
り
、
五
月
中
旬
か
ら
の
関
連
施
設
で
の
ア
ー

リ
ー
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
で
は
医
療
現
場
の
実
際
を

体
験
さ
せ
、
医
療
人
と
し
て
の
行
動
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
考
え
さ
せ
る
機
会
を
設
け
た
。
大
半
の
学
生

に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
た
め
か
、
施
設

内
で
右
往
左
往
す
る
こ
と
が
多
く
、
残
念
な
が
ら
施

設
か
ら
の
手
厳
し
い
批
判
や
注
意
を
受
け
た
学
生
も

い
た
。
し
か
し
、〝
失
敗
は
成
功
の
も
と
〞
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
学
生
は
失
敗
し
な
が
ら
成
長
し
て
い

く
も
の
な
の
で
、
絶
え
ず
自
己
を
省
み
な
が
ら
成
長

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

あ
じ
さ
い
は
土
壌
の
質
に
よ
っ
て
花
の
色
や
出
来

方
が
決
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
学
生
も
同
様
で
、

我
々
教
員
は
学
生
が
将
来
皆
に
頼
り
に
さ
れ
る
医
療

人
な
れ
る
よ
う
な
能
力
を
築
こ
う
と
日
々
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
教
育
し
て
い
る
。
学
生
諸
君
も
各
々
が
目

標
を
持
ち
〝
輝
け
る
人
生
〞
を
送
れ
る
よ
う
、
日
々

切
磋
琢
磨
し
て
ほ
し
い
。

大 川 キ ャ ン パ ス レ ポ ー ト
s    s    s    s    s

奮
起
せ
よ
！
　
リ
ハ
学
部
生

―
五
年
目
の
新
た
な
出
発
―

16第16回

気
合
の
入
っ
た
か
け
声
と

楽
し
そ
う
な
笑
い
声

理
学
療
法
学
科
三
年
　
柔
剣
道
サ
ー
ク
ル
代
表

藍
場
祐
輔

国
際
医
療
福
祉
大
学
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

部
に
は
、
立
派
な
武
道
場
が
あ
る
。
私
た
ち
柔
剣
道
サ

ー
ク
ル
は
こ
の
武
道
場
で
日
々
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て

い
る
。

私
が
一
年
生
の
と
き
、
武
道
場
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
い
つ
も
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
。

私
は
中
学
・
高
校
と
柔
道
に
励
ん
で
い
た
の
で
、
せ
っ

か
く
の
武
道
場
が
も
っ
た
い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
こ
で
柔
道
サ
ー
ク
ル
を
作
ろ
う
と
考
え
た
が
、
勉
強

も
忙
し
く
、
ま
だ
学
校
に
も
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
な
か
な
か
行
動
に
移
せ
な
い
で
い
た
。
二
年
生
に

な
っ
て
よ
う
や
く
サ
ー
ク
ル
設
立
の
た
め
に
働
き
か
け

て
み
た
が
、
柔
道
だ
け
で
は
サ
ー
ク
ル
を
作
る
た
め
の

規
程
人
数
に
は
足
り
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
剣
道
経
験
者

に
も
声
を
か
け
て
協
力
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
と
規
定
人

数
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
柔
剣
道
サ
ー

ク
ル
と
し
て
の
活
動

が
始
ま
っ
た
。

サ
ー
ク
ル
の
モ
ッ

ト
ー
は
ま
じ
め
に
楽

し
く
柔
道
・
剣
道
を

や
る
こ
と
で
、
皆
の

び
の
び
と
練
習
に
励

ん
で
い
る
。
し
か
し
、

気
を
抜
い
て
い
る
と

怪
我
を
す
る
こ
と
が

多
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
以
上
、
楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
も
忘

れ
な
い
。
今
年
度
は
女
子
の
新
入
部
員
も
加
わ
り
、
柔

道
・
剣
道
特
有
の
暑
苦
し
さ
に
少
し
だ
け
華
や
か
さ
も
加

わ
っ
た
。
人
数
も
増
え
、
華
や
か
さ
も
加
わ
っ
た
今
年
度

の
目
標
は
、
大
会
に
出
場
し
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
す
る
こ
と
だ
。
勝
ち
負
け
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。

ベ
ス
ト
を
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
と
て
も
意
義

の
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
う
。

あ
の
静
か
だ
っ
た
武
道
場
は
今
、
気
合
の
入
っ
た
か

け
声
と
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
響
い
て
い
る
。

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

理
学
療
法
学
科
　
学
科
長田

原
弘
幸
教
授

の
おすすめ
本

私 第12回
「
成
長
す
る
テ
ィ
ッ
プ
ス
先
生

―
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
秘
訣
集
―
」

池
田
輝
政
・
戸
田
山
和
久
・
近
田
政
博
・
中
井

俊
樹
著
　
玉
川
大
学
出
版
部

最
近
、
学
生
教
育
の
困
難
さ
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
考
え
て
き
た
「
教
育
観
」、
実
践
し
て
き
た
「
方
略
」

が
一
部
の
学
生
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
一
部
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
で
毎
月
の
東
京
出
張
の
際
に
「
大
学
生
学
び
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」、「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
ズ
」、「
知
の
ツ
ー

ル
ボ
ッ
ク
ス
」、「
東
大
合
格
生
の
ノ
ー
ト
は
必
ず
美
し
い
」

な
ど
、
具
体
的
な
対
策
本
に
目
を
通
し
て
き
た
。
そ
の
中

で
、
浅
学
な
私
を
初
心
に
帰
ら
せ
て
く
れ
た
の
が
本
書
で

あ
る
。

本
書
は
、
名
古
屋
大
学
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の

「
名
古
屋
大
学
版
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
テ
ィ
ッ
プ
ス
」
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生
ま
れ
た
大
学
教
員
の
た
め
の
授
業

の
秘
訣
集
（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
テ
ィ
ッ
プ
ス
）
で
あ
り
、

ウ
ェ
ブ
で
公
開
し
た
ウ
ェ
ブ
版
を
元
に
作
成
さ
れ
た
普
及

版
で
あ
る
。
大
学
教
員
テ
ィ
ッ
プ
ス
先
生
が
あ
れ
こ
れ
悩

み
失
敗
し
な
が
ら
も
一
学
期
間
の
授
業
を
終
え
る
ま
で
を

日
誌
風
に
描
い
た
「
授
業
日
誌
編
」
と
、
コ
ー
ス
の
設
計

か
ら
自
分
の
授
業
を
反
省
す
る
段
階
ま
で
の
注
意
す
べ
き

こ
と
、
改
善
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
な
ど
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら

れ
た
「
授
業
の
基
本
編
」
の
二
部
構
成
で
あ
る
。

ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
相
互
に
補
完
的
関
係

に
あ
る
「
テ
ィ
ッ
プ
ス
先
生
か
ら
の
７
つ
の
提
案
」
も
合

わ
せ
て
閲
覧
で
き
る
。
教
員
編
を
見
る
と
、
提
案
１：

学

生
と
接
す
る
機
会
を
増
や
す
、
提
案
２：

学
生
間
で
協
力

し
て
学
習
さ
せ
る
、
提
案
３：

学
生
を
主
体
的
に
学
習
さ

せ
る
、
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
７
つ
の
実
行
可
能
な

ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
提
案
１
に
つ

い
て
は
、
①
ク
ラ
ス
の
学
生
に
出
会
っ
た
ら
声
を
か
け
る
、

②
学
生
に
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
積
極
的
に
利
用
す
る
よ
う

に
す
す
め
る
、
③
授
業
終
了
後
し
ば
ら
く
教
室
に
残
り
、

学
生
の
質
問
に
答
え
る
、
な
ど
で
あ
る
。
本
書
は
、
大
学

の
現
在
の
課
題
で
あ
る
Ｆ
Ｄ
活
動
の
推
進
に
貢
献
す
る
も

の
で
あ
る
。
学
生
も
ウ
ェ
ブ
の
改
訂
版
に
ア
ク
セ
ス
さ
れ

る
こ
と
を
勧
め
た
い
。

福岡リハビリテーション学部

准教授　後藤純信



お
話
は
、
医
療
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
若
き
医

師
達
に
と
っ
て
、
非
常
に
有
意
義
な
内
容
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
集
ま
り
は
、
ま
だ
医
療
経
験
の
浅
い
初

期
臨
床
研
修
医
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
研
修
の
方

向
性
、
将
来
の
自
ら
の
医
師
像
を
考
え
自
ら
を
見

つ
め
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
方
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
医
学
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長
　
天
野
隆
弘
）

本
学
で
は
、
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て

の
特
長
を
生
か
し
た
関
連
職
種
連
携
教
育
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
講
義
科
目
の
「
関

連
職
種
連
携
論
」
に
加
え
、
体
験
型
演
習
を
取

り
込
ん
だ
「
関
連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
」、
そ
し
て

「
関
連
職
種
連
携
実
習
」
へ
と
、
段
階
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
連
携
ワ
ー
ク
」
は
、「
保
健
・
医

療
・
福
祉
に
携
わ
る
職
種
の
専
門
性
と
関
連
性
、

チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
の
理
念
と
実
践
方

法
を
理
解
し
、
各
職
種
が
連
携
し
て
課
題
を
解

決
し
、
患
者
中
心
の
援
助
を
実
践
す
る
基
礎
技

能
を
修
得
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
異
な
っ

た
学
科
の
学
生
九
〜
十
名
で
班
を
編
成
し
、
学

生
が
主
体
的
に
関
連
職
種
連
携
の
あ
り
方
に
つ

い
て
学
ぶ
も
の
で
す
。
今
年
度
の
履
修
登
録
者

は
九
〇
六
名
で
、
一
一
〇
名
の
教
員
が
各
班
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
実
施
。
六
月
一
五
日
（
月
）
に

は
、「
連
携
ワ
ー
ク
」
の
第
一
回
目
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

教
員
の
自
己
紹
介
、
成
績
判
定
の
方
法
、
本

講
義
の
目
的
・
到
達
目
標
な
ど
の
説
明
の
後
、

「
関
連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
」
が

ス
タ
ー
ト

グ
ル
ー
プ
分
け
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
グ
ル
ー
プ
毎
の

テ
ー
マ
設
定
の
方
法

が
伝
え
ら
れ
、
さ
ら

に
、
グ
ル
ー
プ
内
で

の
自
己
紹
介
、
役
割

分
担
な
ど
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
、
夏
休
み
を
は
さ
ん
で
計
七
回
実
施
さ

れ
、
七
回
目
の
一
〇
月
二
四
日
に
は
発
表
会
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
』

教
務
部
長
　
言
語
聴
覚
学
科
長
　
藤
田
郁
代
教
授

今
の
医
療
や
福
祉
は
専
門
分
化
が
進
ん
で
い
て
、

患
者
さ
ん
の
た
め
に
自
分
の
知
識
や
技
術
を
生
か

す
た
め
に
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
。
そ

の
た
め
の
連
携
能
力
を
、
学
生
の
う
ち
か
ら
養
っ

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
は
初
回
で
し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
初
歩
、「
自
分
の
こ
と
を
他
者
に
理
解
し
て
も

ら
う
」「
他
者
を
理
解
す
る
」
を
通
じ
て
、
信
頼
関

係
を
築
く
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
の
信
頼
関
係
を
深
め
る
た
め
に
、
押
し
た
り

引
い
た
り
し
な
が
ら
、
じ
わ
っ
と
、
連
携
や
グ
ル

ー
プ
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
、
そ
の
過
程
が
よ
い

学
習
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
こ
の
実
習
を
通
じ
て
、
必
ず

将
来
の
自
分
の
専
門
性
を
生
か
せ
る
よ
う
に
な
る

の
で
、
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
く
だ
さ
い
。
結
果
は
必
ず
つ
い
て
き
ま
す
。
発

表
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
こ
の

実
習
で
教
員
と
し
て
、
成
長
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も

一
緒
に
成
長
し
ま
し
ょ
う
。
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本
協
議
会
の
目
的
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
法
人

お
よ
び
個
人
か
ら
賛
助
会
費
を
集
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
是
非
、
皆
様
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
た
い
。

今
回
の
総
会
で
も
、
各
養
成
校
か
ら
の
貴
重
な

ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
学

生
募
集
、
ま
た
教
員
の
質
の
向
上
に
、
事
務
局

担
当
校
と
し
て
、
や
る
べ
き
事
は
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
る
と
、
気
を
引
き
締
め
た
一
日
で
あ
っ
た
。

（
視
機
能
療
法
学
科
准
教
授
　
三
柴
恵
美
子
）

平
成
二
一
年
七
月
一
〇
日
、
本
学
保
健
医
療
学

部
作
業
療
法
学
科
教
授
の
前
田
眞
治
先
生
が
「
第

二
八
回
温
泉
関
係
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
環
境
大
臣
が
、
多
年
に
わ
た
る
温
泉

療
法
の
研
究
の
先
進
的
な
取
り
組
み
と
、
温
泉
の

保
護
と
適
正
利
用
の
推
進
に
指
導
的
役
割
を
果
た

し
、
温
泉
行
政
の
推
進
に
貢
献
し
た
こ
と
の
功
績

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
一
〇
名

の
中
で
、
前
田
先
生
は
最
年
少
で
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

前
田
先
生
は
、
昭
和
五
四
年
よ
り
三
〇
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
に
在

籍
し
、
温
泉
の
保
護
と
適
正
利
用
に
関
す
る
普
及

啓
発
、
学
術
研
究
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平

成
一
七
年
よ
り
環

境
省
の
温
泉
利
用

に
関
す
る
掲
示
内

容
等
に
つ
い
て
の

医
学
的
検
討
調
査

の
委
員
長
と
し
て

調
査
研
究
に
携
わ

り
、
温
泉
の
適
正

前
田
眞
治
教
授
が
第
二
八
回
温
泉
関

係
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

利
用
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
環
境
省
の
温
泉
行
政
の
諸
課
題
に
関

す
る
懇
談
会
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
温
泉
行
政
の

推
進
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.env.go.jp/press/press.php?

serial=
11318

（
本
校
総
務
課
）

総
合
教
育
科
目
と
し
て
「
人
間
と
性
」
を
開
講

し
三
年
目
を
迎
え
た
。
年
々
受
講
者
が
増
え
、
本

年
度
は
三
三
六
名
が
履
修
し
て
い
る
。
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
で
、
医
療
･
保
健
、
脳
科
学
、
人
文
学
、
語

学
等
の
様
々
な
専
門
分
野
の
講
師
か
ら
多
様
な
切

り
口
の
講
義
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
男
と
は
」

「
女
と
は
」
と
い
う
結
論
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
や
現
状
、
考
え
方
を
紹
介

し
、
受
講
生
自
身
が
そ
れ
ら
の
情
報
を
統
合
し
、
自

分
な
り
の
答
え
を
見
出
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
。

初
回
に
本
科
目
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
小

林
真
理
子
（
臨
床
心
理
学
）
の
授
業
で
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
身
体
的
差
異
や
性
格
･

役
割
等
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
特
徴
を
「
男
ら

し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
を
答
え
る
人
が
多
か
っ
た
。

第
六
回
の
学
外
か
ら
招
聘
し
た
浅
村
里
紗
先
生

の
授
業
で
は
、
宗
教
的
、
経
済
的
な
理
由
で
、
望

ま
な
い
妊
娠
を
強
い
ら
れ
、
妊
産
婦
死
亡
率
の
高

い
地
域
が
海
外
に
は
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
学

び
、「
日
本
に
生
ま
れ
た
自
分
た
ち
が
い
か
に
恵
ま

れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
得

ら
れ
た
。

総
合
教
育
部
授
業
紹
介

「
人
間
と
性
」

ま
た
、
第
八
回
の
田
中
冨
久
子
先
生
の
脳
科
学

か
ら
み
た
男
と
女
の
お
話
で
は
、
生
ま
れ
な
が
ら

の
「
セ
ッ
ク
ス
（
性
）」
と
社
会
化
さ
れ
る
過
程

で
育
ま
れ
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
違
い
や
、
ス
ト

レ
ス
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

全
授
業
を
履
修
後
に
、
初
回
に
抱
い
て
い
た
受

講
者
の
「
男
ら
し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
の
イ
メ
ー
ジ

が
ど
う
変
化
・
進
化
し
て
い
く
の
か
、
楽
し
み
で

あ
る
。（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
　
小
林
真
理
子
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
は

患
者
様
中
心
に
考
え
る
、
質
の
高
い
医
療
を
実

践
す
る
医
師
を
育
成
す
る
た
め
に
、
平
成
一
七

年
よ
り
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て
「
中
央
臨

床
研
修
委
員
会
」
を
組
織
し
、
基
幹
型
臨
床
研

修
病
院
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
、
熱
海
病

院
、
三
田
病
院
、
高
木
病
院
）
の
支
援
、
研
修

医
の
募
集
・
合
同
研
修
の
企
画
・
指
導
医
の
養

成
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
四
月
一
六
〜
一
八
日
の
三
日
間
、
四

病
院
の
初
期
臨
床
研
修
医
一
九
名
が
一
堂
に
会

し
て
、
合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
栃
木
地
区
と
東
京
地
区
に
お
い

て
、
高
木
理
事
長
、
谷
学
長
（
当
時
）、
北
島
副

学
長
（
当
時
）、

岩
尾
副
学
長
を
は

じ
め
多
数
の
方
々

か
ら
示
唆
に
富
む

講
義
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
本

グ
ル
ー
プ
の
理

念
、
人
格
の
涵
養
、

医
療
安
全
な
ど
の

「
初
期
臨
床
研
修
医
合
同
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
開
催

天
文
部

天
文
部
は
、
少
な
い

回
数
の
中
で
仲
良
く
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

部
員
数
は
少
な
く
、
掛

け
持
ち
し
て
い
る
人
も

い
て
、
気
軽
に
参
加
で

き
る
部
活
だ
と
思
い
ま

す
。
活
動
は
、
月
に

一
・
二
回
程
度
を
基
本

と
し
て
、
特
に
日
に
ち

は
決
め
ず
、
皆
の
予
定

を
確
認
し
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
部
員
が
参
加

で
き
る
よ
う
活
動
予
定
を
立
て
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
天
文
館
の
あ
る
ふ
れ

あ
い
の
丘
で
の
合
宿
を
考
え
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
の

丘
の
天
文
館
に
は
天
体
観
測
室
が
あ
り
、
六
五
ｃ
ｍ
の

反
射
望
遠
鏡
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
月
や
土
星
な
ど
の

惑
星
を
観
望
で
き
ま
す
。
屋
外
観
望
場
で
は
、
昼
は
太

陽
望
遠
鏡
で
太
陽
の
黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
を
み
る
こ

と
が
で
き
、
夜
は
１
５
ｃ
ｍ
の
屈
折
望
遠
鏡
で
反
射
望

遠
鏡
と
異
な
る
天
体
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
ス
ク
リ
ー
ン
型
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
日
に
み
え
る
星
空
に
つ
い
て
の
説
明
や

星
の
名
前
や
星
座
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

去
年
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
反
射
望
遠
鏡
で
み
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
天
気
の
良
い
日

に
行
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
黒
羽
や
那
須
塩
原
な
ど
に
も
い
く
つ
か
ス
ポ

ッ
ト
が
あ
り
、
天
気
の
良
い
日
に
は
大
き
い
星
か
ら
細

か
い
星
ま
で
よ
く
観
察
で
き
、
流
れ
星
も
何
回
も
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

部
員
は
、
星
が
好
き
で
入
部
し
た
人
、
友
達
に
誘
わ

れ
て
入
部
し
た
人
な
ど
様
々
で
す
。
入
部
す
る
き
っ
か

け
は
何
で
も
あ
り
で
、
部
員
の
皆
が
楽
し
く
活
動
で
き

る
と
い
う
こ
と
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
天
文
部
に
興
味
を
持
っ
た
方
、
星
空
や
流
れ
星
を
み

て
癒
さ
れ
た
い
方
、
一
度
活
動
に
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

（
医
療
経
営
管
理
学
科
二
年
　
小
室
由
香
里
）

サ
ー
ク
ル
紹
介
　
第
七
回

私
が
通
っ
て
い
た
田
舎
の
小
学
校
の
図
書
室

に
あ
っ
た
偉
人
伝
記
の
一
冊
。
福
島
県
、
現
・

猪
苗
代
町
に
生
れ
、
貧
困
と
幼
い
と
き
の
や
け

ど
と
い
う
試
練
を
乗
り
越
え
、
功
成
り
名
を
遂

げ
た
人
物
、
ま
た
ア
フ
リ
カ
で
研
究
中
の
黄
熱

病
に
自
ら
感
染
し
て
倒
れ
た
非
業
の
世
界
的
研

究
者
、
野
口
英
世
博
士
。
日
本
人
で
は
知
ら
な

い
も
の
は
い
な
い
伝
記
を
何
度
と
な
く
読
ん
で

い
た
私
は
、
三
年
生
の
〝
将
来
の
夢
〞
で
は
博

士
に
な
る
こ
と
、
を
宣
言
し
た
。
そ
の
後
、
特

に
意
識
し
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
不
思
議

な
も
の
で
、
何
と
な
く
研
究
者
の
道
を
歩
み
、

博
士
号
を
取
得
し
た
。
し
か
し
、
野
口
英
世
の

研
究
業
績
は
と
い
う
と
、
当
時
見
出
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
で
そ
の
偉
大
さ
を

失
い
、
多
く
の
病
原
体
を
突
き
止
め
た
と
い
う

成
果
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
が
顧
み
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
彼
が
生
涯
を
か
け

て
研
究
し
た
黄
熱
病
も
、
ま
た
狂
犬
病
も
そ
の

病
原
体
は
、
当
時
の
顕
微
鏡
精
度
で
は
見
え
な

か
っ
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
見
よ

う
と
し
て
見
え
な
か
っ
た
病
原
体
を
見
え
る
は

ず
と
の
思
い
込
み
に
よ
る
誤
っ
た
発
見
で
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
研
究
者
が
い
つ
も
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
マ
イ
ン
ド
は
、
科
学

の
世
界
で
〝
絶
対
〞
と
表
現
で
き
る
事
象
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
い
う
謙
虚
さ
で
あ
ろ
う
。
新
規

な
発
見
を
し
た
時
は
過
誤
の
可
能
性
を
疑
い
、

綿
密
か
つ
細
心
の
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
そ
の

発
見
の
正
当
性
を
証
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
う
し
た
努
力
な
く
し
て
功
を
急
い
で
の
性
急

な
発
表
は
、
誤
っ
た
結
論
を
提
示
す
る
こ
と
に

も
な
り
、
ひ
い
て
は
そ
の
研
究
者
の
評
価
を
損

ね
、
す
べ
て
の
研
究
成
果
さ
え
も
疑
問
視
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

一
九
八
二
〜
八
四
年
の
二
年
半
、
私
が
留
学

し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校

は
、
生
物
薬
剤
学
の
著
名
な
学
者
が
在
籍
し
て

い
た
。
私
は
、
薬
物
動
態
学
の
第
一
人
者
Ｇ
・

Ｌ
ｅ
ｖ
ｙ
教
授
の
研
究
室
に
い
た
が
、
常
日
頃

彼
の
研
究
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
は
心
服
さ

せ
ら
れ
た
。
彼
の
生
活
ほ
と
ん
ど
が
研
究
第
一

の
も
の
で
あ
り
、
研
究
の
中
断
が
余
儀
な
く
さ

れ
る
可
能
性
の
あ
る
レ
ジ
ャ
ー
等
は
す
べ
て
避

け
て
い
た
。
研
究
方
針
や
実
験
デ
ー
タ
に
つ
い

て
は
、
白
人
特
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ
で
綿

密
に
内
容
が
検
討
さ
れ
た
う
え
で
、
必
要
な
試

験
が
追
加
さ
れ
る
。
夕
刻
６
時
に
ス
タ
ー
ト
し

た
セ
ミ
ナ
ー
は
、
時
と
し
て
翌
朝
の
２
時
、
３

時
ま
で
続
い
た
。
そ
れ
だ
け
研
究
に
情
熱
を
注

い
で
き
た
学
者
に
、
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る

こ
と
は
と
質
問
し
た
時
、
研
究
の
第
一
線
を
退

い
て
人
生
を
楽
し
む
こ
と
だ
、
と
の
答
え
が
返

っ
て
き
た
の
に
私
は
驚
い
た
。
Ｌ
ｅ
ｖ
ｙ
教
授

は
ユ
ダ
ヤ
人
で
第
二
次
大
戦
時
に
ア
メ
リ
カ
に

亡
命
し
、
苦
労
を
重
ね
て
薬
物
動
態
学
を
体
系

化
し
た
創
始
者
と
も
い
え
る
人
で
あ
る
。
研
究

を
い
か
に
真
摯
に
と
ら
え
、
い
か
に
長
年
努
力

し
た
か
と
い
う
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
達
成

感
を
得
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
一
言
で

あ
っ
た
。
謙
虚
で
誇
り
あ
る
研
究
者
の
マ
イ
ン

ド
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。
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検
討
し
、
計
画
を
立
て
て
改
善
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
る
。

（
学
生
委
員
会
）

本
年
度
の
「
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式

会
社
奨
学
生
」
一
〇
名
、
及
び
「
国
際
医
療
福

祉
大
学
奨
学
生
」
二
七
名
が
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
次
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

○
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
奨
学
生

五
月
二
五
日
、
東
京
都
中
央
区
の
新
阪
急
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
同
社
の
岡
崎
名
誉
会
長
、
須

藤
会
長
、
立
山
社
長
、
本
学
の
高
木
理
事
長
、

谷
学
長
、
岩
尾
副
学
長
、
佐
々
木
学
生
部
長
ら

の
列
席
の
も
と
、
同
奨
学
生
一
〇
名
の
認
証
式

が
行
わ
れ
た
。

こ
の
奨
学
生
制
度
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
有
為
な
専
門
職
の
育
成
を
目
指
す
本
学
の
趣

旨
に
賛
同
し
た
同
社
に
よ
り
、
平
成
九
年
に
同

社
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

設
け
ら
れ
た
。
奨
学
金
は
原
則
と
し
て
卒
業
ま

で
支
給
さ
れ
、
返
還
の
必
要
は
な
い
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
平
成
二
〇
年
度
ま
で
に

一
〇
一
名
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
な
お
、
今

年
度
の
応
募
者
は
三
九
名
だ
っ
た
。

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生
の
表
彰
式
は
、

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
が
六
月
二
三
日
、
福
岡
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
六
月
二
七
日
、
小

田
原
保
健
医
療
学
部
が
七
月
一
七
日
に
行
わ
れ

た
。こ

の
制
度
で
は
、
年
間
授
業
料
の
半
額
が
減

免
に
な
る
。

（
本
校
学
生
課
）

平
成
二
一
年
度
奨
学
生
決
定

平
成
二
〇
年
度
は
、
薬
学
部
と
福
岡
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
開
設
四
年
目
の
完
成
年
度
と

な
り
、
本
学
の
中
長
期
計
画
の
節
目
と
な
る
年
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
新
設
学
部
の
整
備
を
進
め
な

が
ら
、
当
期
は
減
価
償
却
前
利
益
で
約
二
五
億
円

（
対
前
年
度
二
億
円
増
）
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

平
成
二
〇
年
度
　

学
校
法
人
国
際
医
療
福
祉
大
学

決
算
報
告

た
。
ま
た
、
基
本
金
は
四
二
六
億
円
に
達
し
、
計

画
通
り
に
各
学
部
の
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
後
は
平

成
二
一
年
度
に
小
田
原
保
健
医
療
学
部
、
平
成
二

四
年
度
に
福
岡
看
護
学
部
が
完
成
年
度
を
迎
え
る
。

六
学
部
、
大
学
院
を
含
む
学
生
数
で
六
五
〇
〇
名

超
規
模
の
大
学
と
な
り
、
財
務
健
全
性
は
さ
ら
に

強
固
な
も
の
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

（
経
理
部
副
部
長
　
永
田
一
郎
）
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看
護
学
科
の
公
開
学
習
会
に

奮
っ
て
ご
参
加
を

恒
例
と
な
り
ま
し
た
看
護
学
科
の
公
開
学
習

会
、
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ス
ト
レ
ス
」
で
す
。

テ
ー
マ：

ス
ト
レ
ス
を
ナ
ー
シ
ン
グ
・
パ
ワ
ー

に
変
え
る

日
時：

九
月
十
二
日
（
土
）
十
時
〜
十
六
時

参
加
費：

四
〇
〇
〇
円
（
資
料
・
昼
食
代
込
）

定
員：

八
〇
名

学
習
会
の
講
師
に
は
当
看
護
学
科
の
今
井
栄

子
を
は
じ
め
、
ス
ト
レ
ス
に
造
詣
の
深
い
ゲ
ス

ト
講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
お
一
人
は
、
薬

学
部
長
の
武
田
弘
志
教
授
で
す
。
武
田
教
授
に

は
、
ス
ト
レ
ス
の
基
礎
知
識
か
ら
最
新
の
研
究

成
果
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
も
う
お

一
人
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
所

所
長
の
栗
原
英
彰
さ
ん
で
す
。
栗
原
さ
ん
に
は
、

Ｓ
Ｉ
Ｑ
と
い
う
知
能
指
数
（
知
能
指
数
で
あ
る

Ｉ
Ｑ
・
感
情
の
知
能
指
数
で
あ
る
Ｅ
Ｑ
・
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
の
知
能
指
数
で
あ
る
Ｓ
Ｑ
の
総
合

的
知
性
）
を
用
い
、
ま
ず
参
加
者
の
心
の
成
長

段
階
を
測
定
し
ま
す
。
次
に
、
そ
の
段
階
に
合

わ
せ
た
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
医
学
に
関
心
の
あ
る
人
や
、
元
気

に
看
護
し
た
い
人
に
は
う
っ
て
つ
け
の
機
会
で

す
。
ま
だ
、
お
席
に
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す

の
で
、
電
話
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ：

二
四
―
三
〇
七
一
（
川
野
･
阿
久
津
）

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

「
イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
」
の
お
知
ら
せ

今
年
度
は
「
賢
く
使
お
う
、
医
療
・
福
祉
サ

ー
ビ
ス
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
十
月
八
日
か
ら

十
一
月
二
六
日
ま
で
の
計
八
回
、
毎
週
木
曜
日

に
開
講
し
ま
す
。

今
年
の
企
画
は
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
が
担
当
し
ま
す
。
新
学
科
の
初
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
医
療
と
福
祉
の
専
門
職
の
視
点
を
統

合
し
た
、
生
活
を
守
る
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
案
を

し
ま
す
。

教
職
員
、
学
生
の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

（
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
加
藤
尚
子
）

昨
年
度
末
に
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
学
生

四
四
一
七
名
を
対
象
に
し
、
調
査
期
間
を
過
去

一
年
間
と
し
た
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

三
四
七
一
名
の
学
生
よ
り
回
答
を
得
、
回
答
率

は
８
６
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
っ

た
の
で
概
要
を
紹
介
す
る
。

【
居
住
ス
タ
イ
ル
】
で
は
７
５
％
が
「
ア
パ
ー

ト
」、
２
５
％
が
「
自
宅
」、【
通
学
手
段
】
は
６

３
％
が
「
車
」
通
学
に
な
っ
て
い
る
。【
生
活

費
】
に
つ
い
て
は
、「
十
分
に
足
り
て
い
る
」
と

「
足
り
て
い
る
」
を
併
せ
て
７
４
％
で
あ
る
が
、

「
や
や
不
足
が
ち
で
あ
る
」
が
２
３
％
、「
生
活

困
窮
に
近
い
」
が
３
％
で
あ
っ
た
。

【
事
件
・
事
故
】
で
は
、「
盗
難
事
件
に
あ
っ
た

こ
と
が
あ
る
」
が
３
９
３
件
（
１
１
・
５
％
）

で
、
特
に
多
い
の
が
二
輪
車
盗
難
の
９
６
件
で

あ
っ
た
。「
傷
害
事
件
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
」

が
３
４
件
（
１
％
）、「
性
犯
罪
に
あ
っ
た
こ
と

が
あ
る
」
あ
る
が
１
２
９
件
（
３
・
７
％
）
で
、

「
痴
漢
」、「
ス
ト
ー
カ
ー
」、「
露
出
狂
」
が
目
立

つ
。
傷
害
事
件
や
性
犯
罪
の
被
害
者
に
な
る
危

険
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
夜
間
の
外
出
を

控
え
る
、
窓
や
ド
ア
の
戸
締
り
を
確
認
す
る
、

な
ど
の
防
犯
対
策
が
重
要
で
あ
る
。「
悪
質
商
法

被
害
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
は
２
３
１
件

（
６
・
７
％
）
で
」
し
つ
こ
い
新
聞
勧
誘
」、「
架

空
・
不
当
請
求
」
が
多
い
。

【
交
通
事
故
】
に
つ
い
て
は
「
人
身
事
故
の
加
害

者
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
が
８
１
件
（
２
・

４
％
）、「
人
身
事
故
の
被
害
者
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
」
が
１
８
４
件
（
６
・
６
％
）、「
物
損

事
故
の
加
害
者
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
が
３

２
５
件
（
９
・
５
％
）、「
物
損
事
故
の
被
害
者

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
が
１
９
２
件
（
６
・

６
％
）
に
な
っ
て
い
る
。
実
に
多
く
の
交
通
事

故
が
起
き
て
い
る
が
、
特
に
加
害
者
に
な
っ
た

ケ
ー
ス
で
は
自
動
車
運
転
中
の
事
故
が
、
ま
た
、

被
害
者
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
自
動
車
運
転
中

と
自
転
車
使
用
中
の
事
故
が
多
い
。
自
分
が
加

害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
る
危
険
性
が
あ
る
と

考
え
て
、
常
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
】
に
つ
い
て
は
「
参
加
し
た

こ
と
が
あ
る
」
が
４
５
％
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
か
」
で
は
１
９
％
の
学
生
が
「
知
ら
な

い
」
と
答
え
て
お
り
、
本
学
が
力
を
入
れ
て
い
る

取
り
組
み
が
一
部
学
生
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

【
図
書
館
】
に
関
し
て
は
、「
貸
し
出
し
冊
数
お

よ
び
貸
し
出
し
期
間
」
が
「
現
行
で
よ
い
」
が

７
０
％
で
こ
れ
は
平
成
１
８
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
の
３
８
％
に
比
較
し
て
大
き
く
変
化
し

た
。
こ
れ
は
前
回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て

貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
貸
し
出
し
期
間
が
変
更

さ
れ
た
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、「
増
席
す
る
な
ら
ど
ん
な
席
を
増
や

し
て
欲
し
い
か
」
に
対
し
て
「
自
習
の
た
め
の
席
」

と
い
う
回
答
が
７
７
％
あ
り
、
自
習
の
た
め
の
場

所
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

【
学
内
施
設
満
足
度
】
で
は
「
と
て
も
満
足
」
と

「
ま
あ
満
足
」
を
併
せ
て
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
が
４

６
％
、
コ
ン
ビ
ニ
が
５
７
％
、
書
籍
売
店
が
６

６
％
、
運
動
施
設
が
５
２
％
、
サ
ー
ク
ル
棟
が

３
９
％
、
教
務
窓
口
が
６
３
％
、
学
生
課
窓
口

が
６
９
％
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
５
２
％
と
な
っ
て

お
り
、
全
体
的
に
は
ま
だ
十
分
な
満
足
度
と
は

言
え
そ
う
に
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
自
由
記
述
欄
が
あ
り
沢
山
の

コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
て
い
る
。
大
学
と
し
て
は
こ

れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
含
め
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
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日程 テーマ 講師(敬称略)

第１回 10月 8 日 北島政樹
丸木一成

第２回 10月 15日 上手な医療・福祉サービスの選び方 小林雅彦
丸木一成

第３回 10月 22日 知れば得する医療・福祉サービスのお
金の仕組み

大西正利
林和美

第４回 10月 29日 患者の味方：医療ソーシャルワーカー
報告

小嶋章吾

第５回 11月 5 日 がんと生きる人を支える専門職 田中千絵

第６回 11月 12日 地域で支える認知症 須藤昌寛

第７回 11月 19日 心の健康、どうささえる？ 上島国利
相原和子

第８回 11月 26日 みんなでつくろう日本一の医療福祉の
まち

蓮實浩（大田
原市副市長）

丸木一成
小林雅彦

̶最先端のがん医療を知ろう̶
上手な病院のかかり方

学校法人国際医療福祉大学
（単位：千円）

（単位：千円）

科　目
摘　要 本　年　度 前　年　度 増　　減

学生生徒等納付金 7,888,328 7,180,412 707,916

手数料 172,006 190,453 △ 18,447

寄付金 519,721 630,009 △ 110,288

事業収入 277,060 291,987 △ 14,927

医療収入 22,619,123 21,121,871 1,497,252

資産運用収入 113,841 19,237 94,604

補助金 785,269 956,288 △ 171,019

雑収入 243,849 305,582 △ 61,733

資産売却収入 0 216,563 △ 216,563

32,619,197 30,912,402 1,706,795

基本金組入額 △ 2,020,157 △ 871,734 △ 1,148,423

30,599,040 30,040,668 558,372

人件費 13,062,834 12,635,217 427,617

教育研究経費 2,534,997 2,542,207 △ 7,210

医療経費 9,306,146 8,678,430 627,716

管理経費 6,715,272 6,201,713 513,559

借入金等利息 159,211 164,272 △ 5,061

資産処分差額 0 0 0

9,200 0 9,200

31,787,660 30,221,839 1,565,821

△ 1,188,620 △ 181,171 △ 1,007,449消費収支差額

消費収入の部

消費支出の部

帰属収入合計

消費収入合計

徴収不能引当金繰入

消費支出合計

消費収支計算書
本年度（自　平成20年4月1日　至　平成21年3月31日）　
前年度（自　平成19年4月1日　至　平成20年3月31日）

科　　目 本年度末 前年度末 増減
　資　産　の　部
固定資産 42,141,962 41,835,282 306,680

有形固定資産 41,321,539 41,075,966 245,573

土地 11,963,326 11,965,016 △ 1,690

建物 21,701,286 21,204,373 496,913

構築物 1,261,784 1,249,084 12,700

教育研究用機器備品 4,515,020 4,671,497 △ 156,477

その他の機器備品 1,093,347 1,226,277 △ 132,930

図書 626,298 585,972 40,326

車輌 23,053 12,123 10,930

建設仮勘定 137,425 161,624 △ 24,199

その他の固定資産 820,423 759,316 61,107

借地権 2,190 2,190 0

電話加入権 4,717 4,488 229

水道施設利用権 361 361 0

有価証券 125,000 125,000 0

長期貸付金 88,646 74,220 14,426

差入保証金 589,509 543,057 46,452

学科増設引当特定資産 0 0 0

長期預け金 10,000 10,000 0

8,683,514 8,598,523 84,991

資　産　の　部　合　計 50,825,476 50,433,805 391,671
　負　債　の　部

7,896,072 8,741,223 △ 845,151

9,321,986 8,916,702 405,284

負　債　の　部　合　計 17,218,058 17,657,925 △ 439,867

　基　本　金　の　部 0

基　本　金　の　部　合　計 42,612,238 40,592,080 2,020,158

　消　費　収　支　差　額　の　部

翌年度繰越消費支出超過額 9,004,820 7,816,200 1,188,620

消費収支差額の部　合計 △ 9,004,820 △ 7,816,200 △ 1,188,620

および　消費収支差額の部　合計 50,825,476 50,433,805 391,671

固定負債

流動負債

  負 債 の 部、 基 本 金 の 部    

流動資産

貸借対照表 平成 21年 3月 31日

even
t

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険

株
式
会
社
奨
学
生

（
平
成
二
一
年
度
新
規
生
）

●
保
健
医
療
学
部

看
護
学
科

村
社
若
菜
（
２
年
）

ム
ン
フ
サ
イ
ハ
ン
・

バ
ヤ
ル
マ
ー
（
１
年
）

作
業
療
法
学
科

宇
佐
美
知
美
（
２
年
）

大
谷
智
英
（
２
年
）

言
語
聴
覚
学
科

板
倉
天
子
（
２
年
）

視
機
能
療
法
学
科

山
本
莉
奈
（
２
年
）

放
射
線
・
情
報
科
学
科

小
森
慎
也
（
２
年
）

●
小
田
原
保
健
医
療
学
部

理
学
療
法
学
科

鶴
見
知
香
（
２
年
）

●
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

理
学
療
法
学
科

倉
田
大
幹
（
２
年
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

●
保
健
医
療
学
部

看
護
学
科

村
上
友
佳
子
（
２
年
）

関
口
ひ
か
り
（
３
年
）

原
美
代
子
（
４
年
）

理
学
療
法
学
科

村
田
聡
（
２
年
）

木
村
和
樹
（
３
年
）

安
部
泰
広
（
４
年
）

作
業
療
法
学
科

六
本
木
夏
季
（
２
年
）

秋
元
み
な
み
（
３
年
）

本
間
千
尋
（
４
年
）

言
語
聴
覚
学
科

坪
井
美
代
子
（
２
年
）

北
上
守
俊
（
３
年
）

北
山
藍
（
４
年
）

視
機
能
療
法
学
科

中
村
怜
美
（
２
年
）

鈴
木
舞
（
３
年
）

村
田
憲
章
（
４
年
）

放
射
線
・
情
報
科
学
科

吉
野
優
人
（
２
年
）

土
屋
俊
博
（
３
年
）

鈴
木
健
太
（
４
年
）

●
医
療
福
祉
学
部

医
療
経
営
管
理
学
科

高
畑
未
知
也
（
２
年
）

闍
橋
美
穂
（
３
年
）

池
田
望
（
４
年
）

医
療
福
祉
学
科

江
田
佑
貴
（
２
年
）

大
和
田
成
美
（
３
年
）

小
池
弥
生
（
４
年
）

●
薬
学
部

薬
学
科

闍
橋
舞
（
２
年
）

星
野
智
早
（
３
年
）

清
水
香
那
子
（
４
年
）

●
小
田
原
保
健
医
療
学
部

看
護
学
科

遠
藤
寛
美
（
２
年
）

一
ノ
瀬
唯
（
３
年
）

岩
崎
麻
里
絵
（
４
年
）

理
学
療
法
学
科

井
出
貴
子
（
２
年
）

二
見
健
太
（
３
年
）

御
園
衛
（
４
年
）

作
業
療
法
学
科

江
本
沙
希
（
２
年
）

落
合
翔
子
（
３
年
）

柴
田
和
佳
（
４
年
）

●
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

理
学
療
法
学
科

森
野
早
紀
（
２
年
）

坂
口
愛
実
（
３
年
）

相
馬
加
奈
子
（
４
年
）

作
業
療
法
学
科

奥
園
絵
理
加
（
２
年
）

千
代
田
藍
（
３
年
）

夜
久
加
代
子
（
４
年
）

言
語
聴
覚
学
科

河
野
久
美
（
２
年
）

永
田
梨
乃
（
３
年
）

■
奨
学
生
氏
名
　



▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/

▼　国際医療福祉大学塩谷病院

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

国
際
医
療
福
祉
大
学

と
国
際
医
療
福
祉
大
学

病
院
は
、
大
田
原
市
・

那
須
塩
原
市
の
共
催
に

よ
り
市
民
公
開
講
座
を

四
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

総
合
テ
ー
マ
を

「『
が
ん
を
知
っ
て
、
が

ん
を
治
そ
う
』
〜
発
が

ん
リ
ス
ク
の
低
減
と
早

期
発
見
・
早
期
治
療

〜
」
と
題
し
て
、
代
表
的
な
が
ん
の
性
格
と
治

療
法
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

開
催
日
程
…
平
成
二
一
年
六
月
二
五
日
を
初
回

と
し
て
九
月
二
四
日
ま
で
の
第
四

木
曜
日
の
計
四
回

開
催
時
間
…
一
八
時
〜
二
十
時
三
十
分

会
場
　
　
…
国
際
医
療
福
祉
大
学
　
Ｆ
一
〇
一

大
講
義
室

テ
ー
マ
　
…
第
一
回
　
六
月
二
五
日
（
木
）

肺
の
が
ん

消
化
器
の
が
ん
Ⅰ

第
二
回
　
七
月
二
三
日
（
木
）

消
化
器
の
が
ん
Ⅱ

泌
尿
器
の
が
ん

第
三
回
　
八
月
二
七
日
（
木
）

消
化
器
の
が
ん
Ⅲ

脳
し
ゅ
よ
う

第
四
回
　
九
月
二
四
日
（
木
）

女
性
の
が
ん

乳
が
ん

講
師
　
　
…
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

病
院
長
　
蘇
原
泰
則
・
他
　

第
一
回
目
、
二
回
目
を
、
去
る
六
月
二
五
日

（
木
）、
七
月
二
三
日
（
木
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

第
一
回
目
は
約
百
三
十
名
の
参
加
、
第
二
回
目

は
約
二
百
名
の
参
加
が
あ
り
、
熱
心
に
メ
モ
を

と
る
姿
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、
質
疑
応
答
で

は
時
間
が
足
り
な
く
な
る
な
ど
、
市
民
の
方
の

が
ん
に
対
す
る
関
心
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
具

体
的
で
わ
か
り
や
す
い
と
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

が
ん
は
、
も

は
や
不
治
の
病

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
適
切
な
予

防
対
策
、
適
切

な
健
診
受
診
、

適
切
な
治
療
を

行
え
ば
、
か
な

り
の
患
者
さ
ん

が
治
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に

は
、「
が
ん
」

の
こ
と
を
良
く
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

市
民
公
開
講
座
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
目
的
と

し
、
各
診
療
科
の
先
生
方
の
協
力
を
得
て
開
講

す
る
も
の
で
す
。

（
総
務
課
）
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▼　国際医療福祉大学病院 10287-37-2221 http://www.iuhw.ac.jp/hospital/mainpage.htm

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

看
護
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
五
月
一
四
日
か
ら

五
月
一
六
日
の
三
日
間
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

五
月
一
四
日
・
一
五
日
は
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
て
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
・
看
護
相
談

実
施
し
ま
し
た
。
血
圧
測
定
は
七
三
名
、
体
脂

肪
測
定
は
五
四
名
の
方
に
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
五
月
一
六
日
に
は
高
校
生
を
対
象
に
「
ふ

れ
あ
い
看
護
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
高
校
生
は
午
前
・
午
後
合
わ
せ
て
総
勢
二
三

名
で
し
た
。

坂
主
リ
ツ
看
護
部
長
か
ら
看
護
師
の
心
構
え

を
聞
い
た
後
、
高
校
生
は
白
衣
に
着
替
え
、
病

院
の
病
棟
に
移
り
、
入
院
患
者
の
手
や
足
を
洗

っ
た
り
、
患
者
を
車
い
す
に
移
し
た
り
、
会
話

を
し
た
り
、
病
院
内
を
散
歩
す
る
な
ど
看
護
を

体
験
し
ま
し
た
。

体
験
実
施
後
、
参
加
し
た
高
校
生
全
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

Ｑ．

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
の
動
機
は
何
で

す
か
。

①
看
護
師
の
仕
事
が
知
り
た
い
　
一
九
名

②
福
祉
の
仕
事
を
知
り
た
い
　
　
三
名

Ｑ．

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
で
ど
の
体
験
が
良
か

っ
た
で
す
か

①
手
浴
　
一
二
名
　

②
車
い
す
散
歩
　
一
一
名
　

③
血
圧
測
定
　
七
名

④
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
体
験
　
七
名

Ｑ．

体
験
を
通
し
て
、
看
護
師
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
か
。

①
思
っ
た
　
一
七
名

②
思
わ
な
か
っ
た
　
〇
名

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
を
抜

粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
の
体
験
を
通
じ
て
看
護
師
と
患
者
様
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
看
護
へ
の
関
心

が
高
ま
り
ま
し
た
」

と
て
も
初
々
し
い
文
章
で
あ
る
と
感
じ
る
と

同
時
に
、
私
た
ち
は
、
医
療
機
関
に
長
年
従
事

し
て
い
る
が
故
の
甘
え
や
奢
り
が
な
い
か
と
考

え
さ
せ
ら
れ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
を
通
じ
、

看
護
師
お
よ
び
医
療
機
関
で
の
勤
務
に
興
味
・

憧
れ
・
夢
を
抱
い
て
い
る
学
生
が
こ
れ
だ
け
い

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
併
設
さ
れ
て
い
る
看
護
専
門
学
校

見
学
を
実
施
。
砂
川
教
務
主
任
の
看
護
学
生
に

な
る
心
構
え
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

（
看
護
部
）

▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/
施設インフォメーション

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

【
第
三
九
回
熱
海
病
院
院
内
学
術
懇
話
会
】

当
院
で
は
院
内
学
術
懇
話
会
を
定
期
的
に
開

催
し
、
各
部
署
間
の
情
報
交
換
や
各
職
員
の
技

術
レ
ベ
ル
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

五
月
二
二
日
（
金
）
に
第
三
九
回
目
の
院
内

学
術
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
演
題
は
左

記
の
通
り
で
、
約
一
一
〇
名
の
職
員
の
参
加
に

よ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

●
臨
床
検
討
会

（
司
会：

栗
山
学
　
泌
尿
器
科
教
授
）

・
癌
幹
細
胞
　
〜
発
癌
機
構
の
解
明
と
治
療
へ

の
応
用
〜

関
厚
佳
（
内
科
）

・
人
間
ド
ッ
ク
の
現
状
分
析
　
〜
脂
肪
肝
と
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
〜

菅
沼
育
子
、
稲
本
今
日
子
、
浅
野
栄
子
、

広
瀬
り
さ
、
村
山
京
三
、
折
居
喬
（
予
防

医
学
セ
ン
タ
ー
）

●
第
三
六
回
Ｃ
Ｐ
Ｃ

（
司
会：

原
田
俊
一
　
脳
神
経
外
科
教
授
）

・
糖
尿
病
を
基
礎
に
多
彩
な
病
状
を
呈
し
た
八

三
歳
女
性
例

臨
床：

山
田
佳
彦
、
上
田
亜
紀
（
内
科
）

武
藤
隆
志
（
研
修
医
）

病
理：

北
村
創
（
病
理
学
）

【
第
一
六
回
熱
海
病
院
公
開
講
座
】

六
月
七
日
（
日
）
に
、
熱
海
市
観
光
会
館
に

お
い
て
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
は
危
険
の
予
兆
〜
心

臓
血
管
病
の
予
防
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
一
六

回
目
の
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

①
脳
梗
塞
の
予
防

篠
永
正
道
（
脳
神
経
外
科
教
授
）

②
心
筋
梗
塞
の
予
防
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

重
政
朝
彦
（
循
環
器
内
科
教
授
）

③
代
謝
内
科
か
ら
み
た
動
脈
硬
化
予
防

上
田
亜
紀
（
糖
尿
病
・
内
分
泌
医
員
）

④
予
防
で
使
う
薬
と
健
康
食
品

鈴
木
高
弘
（
薬
剤
部
係
長
）

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約
二
五
〇
名
の

市
民
の
皆
様
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回

は
、
講
演
と
同
時
に
開
催
さ
れ
る
当
院
看
護
部

主
催
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
お
い
て
、
小

田
原
保
険
医
療
学
部
看
護
学
科
の
学
生
八
名
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
来
場
者
の
血

圧
や
身
長
・
体
重
等
の
測
定
補
助
を
行
な
い
ま

し
た
。

ご
参
加
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
当
院
で
は
、
今
後
も
公
開
講
座
が
地
域

住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の
と
な
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
総
務
課
　
篠
原
拓
真
）

IUHW 2009.8.2017

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

小
川
病
院
長
ご
挨
拶

こ
の
た
び
、
二
〇
〇
九
年
六
月
よ
り
国
際

医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
の
病
院
長
を
拝
命

致
し
ま
し
た
。
病
院
長
と
し
て
微
力
な
が
ら

病
院
の
発
展
に
尽
く
す
決
意
で
お
り
ま
す
。

三
田
病
院
の
「
東
京
都
認
定
が
ん
診
療
病

院
」
と
し
て
の
機
能
を
更
に
充
実
さ
せ
て
い

く
と
と
も
に
、
内
科
で
は
、
私
自
身
が
現
在

（
社
）
日
本
循
環
器
学
会
理
事
長
を
務
め
、
循

環
器
内
科
を
専
門
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

三
田
病
院
に
お
け
る
循
環
器
診
療
を
日
本
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
押
し
上
げ
る
気
概
で
の
ぞ

み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
最
新
の
診
断
と
治

療
機
器
等
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、

心
臓
病
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
新
設
す
る
予
定

で
お
り
ま
す
。
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、

不
整
脈
、
弁
膜
症
、
高
血
圧
等
の
循
環
器
疾
患

の
予
防
か
ら
急
性
期
医
療
へ
も
対
応
で
き
る
体

制
を
整
備
し
、
患
者
様
に
信
頼
し
て
頂
け
る
診

療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
大
学
病
院
と
し
て
、
本
学
の
各
学
部
・

学
科
を
中
心
に
、
学
生
の
臨
床
実
習
の
場
を
充

実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

二
年
後
に
は
隣
接
地
に
新
病
院
が
完
成
予
定

で
、
患
者
様
に
優
し
い
、
最
高
の
ア
メ
ニ
テ
イ

ー
を
備
え
た
新
生
三
田
病
院
に
向
け
て
、
職
員

の
皆
様
と
一
丸
に
な
っ
て
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
病
院
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

二
〇
〇
九
年
七
月
十
三
日
、
三
田
病
院
隣
地

の
新
病
院
建
築
予
定
地
に
お
い
て
、
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
八
〇
名
を
越
え
る
来
賓
ご
列

席
の
中
、
高
木
理
事
長
、
北
島
学
長
、
小
川
院

長
ら
に
よ
る
鍬
入
れ
の
儀
や
玉
串
奉
奠
等
の
神

事
が
粛
々
と
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
起
工
式
後

の
直
会
に
は
、
武
井
雅
昭
港
区
長
、
赤
枝
恒
雄

港
区
医
師
会

長
、
日
本
た
ば

こ
株
式
会
社
住

川
雅
明
代
表
取

締
役
副
社
長
を

は
じ
め
と
す
る

関
係
各
位
に
も

ご
臨
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年

末
を
目
途
に
竣

工
予
定
の
新
病

院
は
、
地
上
一

一
階
地
下
二
階
、
延
べ
床
面
積
は
約
三
六
、
七

〇
〇
平
米
と
、
現
病
院
の
二
倍
以
上
の
広
さ
の

設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
病
院
に
お
い
て
は
、

東
京
都
認
定
が
ん
診
療
病
院
と
し
て
の
機
能
の

充
実
を
図
る
こ
と
に
加
え
、
脊
椎
・
脊
髄
セ
ン

タ
ー
な
ど
既
存
の
診
療
科
の
強
化
を
行
い
、
ま

た
新
た
に
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
設
置

す
る
な
ど
、
引
き
続
き
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ

れ
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
医
療
機
関

と
な
る
よ
う
、
職
員
一
同
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
）

新病院完成予想図

▼　国際医療福祉大学熱海病院　10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp/
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高
木
病
院

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

最
近
、「
未
病
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
見
た

り
、
聞
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
。
結
構
、
市
民
権

を
得
た
よ
う
に
と
思
い
ま
す
。

当
院
の
地
元
大
川
市
で
「
未
病
と
健
康
の
つ

ど
い
」
を
六
月
七
日
、
同
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
開
催
、
一
般
市
民
ら
約
六
〇
〇
人
が

熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

三
回
目
を
迎
え
、
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

成
長
し
た
こ
の
催
し
は
地
元
大
川
市
と
日
本
未

病
シ
ス
テ
ム
学
会
の
主
催
。
国
際
医
療
福
祉
大

学
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
共
催
。
大

川
三
潴
医
師
会
な
ど
の
後
援
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
川
市
が
名
義
と
会
場
・
駐
車
場
を
提
供
、

日
本
未
病
シ
ス
テ
ム
学
会
が
資
金
を
提
供
、
高

木
病
院
が
事
務
局
と
当
日
の
運
営
を
引
き
受
け

ま
し
た
。
日
本
未
病
シ
ス
テ
ム
学
会
の
常
任
理

事
が
高
木
病
院
の
山
本
匡
介
院
長
な
の
で
、
事

実
上
、
高
木
病
院
の
主
催
と
地
元
で
は
受
け
取

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
大
丈
夫
で
す
か
？
あ
な
た
の
カ
ラ
ダ

〜
名
医
が
語
る
予
防
と
治
療
〜
」
と
題
し
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
山

本
院
長
と
福
岡
大
学
、
佐
賀
大
学
、
久
留
米
大
学

の
教
授
ク
ラ
ス
三
氏
の
特
別
講
演
と
い
う
構
成
で

文
字
ど
お
り
中

身
の
濃
い
内
容

で
し
た
。

講
演
会
や
公

開
講
座
な
ど
の

担
当
者
の
最
大

の
悩
み
は
、
当

日
の
聴
講
者
の
確
保
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
催
し
は
事
前
申
し
込
み
制
は
と
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
ふ
た
を
開
け
て
見
な
け
れ
ば
分
か

り
ま
せ
ん
。
多
す
ぎ
る
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、

ガ
ラ
ガ
ラ
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
心
配
は

尽
き
ま
せ
ん
。

今
回
の
「
未
病
と
健
康
の
つ
ど
い
」
の
周
知

を
図
る
媒
体
は
お
金
の
か
か
ら
な
い
チ
ラ
シ
や

市
報
・
会
報
、
各
新
聞
の
情
報
面
を
活
用
し
ま

し
た
。
チ
ラ
シ
は
大
川
市
内
全
所
帯
に
市
報
に

中
入
れ
し
て
一
万
四
千
枚
、
大
川
・
柳
川
商
工

会
議
所
会
報
に
中
入
れ
し
て
三
千
枚
、
グ
ル
ー

プ
内
施
設
に
２

千
枚
、
院
内
で

二
千
枚
な
ど
計

三
万
枚
を
ば
ら

ま
き
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
の
効
果

は
講
演
会
の
内

容
、
演
者
、
時

期
な
ど
に
よ
っ

て
変
動
は
あ
り

ま
す
が
、
ま
い

た
チ
ラ
シ
枚
数

に
対
す
る
集
客

率
は
一
〜
二
％

と
私
ど
も
は
考
え
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
地

域
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
て
も
、「
チ
ラ
シ
を
見

て
」
が
八
割
と
一
番
多
か
っ
た
の
が
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

病
院
が
何
を
や
り
た
い
の
か
。
地
域
か
ら
何

を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
自
分
た
ち

に
何
が
で
き
る
の
か
。
今
回
の
講
演
会
は
基
本

に
立
ち
返
っ
て
自
問
自
答
す
る
良
い
機
会
に
な

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。（
広
報
室
　
鶴
田
憲
司
）

福
岡
山
王
病
院

福
岡
山
王
病
院
が
開
院
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト

福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
に
五
月
一
日
開
院
し

た
福
岡
山
王
病
院
は
、
入
院
や
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
る
方
々
を
お
迎
え
す
る
な
ど
順
調
に

滑
り
出
し
、
総
勢
四
〇
〇
名
余
の
ド
ク
タ
ー
や

医
療
ス
タ
ッ
フ
、
職
員
は
一
丸
と
な
っ
て
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

百
道
浜
は
福
岡
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
開
発

に
取
り
組
ん
だ
臨
海
新
都
心
で
、
テ
レ
ビ
局
や

情
報
関
連
企
業
、
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
高
級

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
林
立
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
地
上
一
一
階
（
地
下
二
階
）
の
福
岡

山
王
病
院
は
、
気
品
と
斬
新
さ
を
兼
ね
備
え
た

風
格
を
誇
り
、
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
い
ま
す
。

高
級
ホ
テ
ル
並
み
の
仕
様
の
一
九
九
床
の
病
室

は
全
室
個
室
で
、
眺
望
の
よ
い
七
階
か
ら
一
一

階
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
海
側
の
病
室
か
ら
は

福
岡
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
福
岡
タ
ワ
ー
（
高

さ
二
三
四
ｍ
）
が
目
の
前
に
望
め
ま
す
。

糖
尿
病
治
療
の
た
め
五
月
上
旬
に
入
院
さ
れ

た
会
社
経
営
の
男
性
患
者
様
は
、「
病
室
は
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
で
居
心
地
が
い
い
。
窓
か
ら
の

眺
め
も
最
高
。
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
入
院
し

た
が
、
ゆ
っ
く
り
休
養
で
き
る
」
と
ご
満
足
の

様
子
で
し
た
。

福
岡
山
王
病
院
が
力
を
入
れ
て
い
る
予
防
医

学
セ
ン
タ
ー
に
は
、
人
間
ド
ッ
ク
や
脳
ド
ッ
ク

の
予
約
が
日
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
専
用
フ
ロ
ア
の
六
階
に
各
種
検
査

室
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
検
査
着
姿
で
階
を

移
動
せ
ず
に
済
む
の
も
好
評
の
よ
う
で
す
。
人

間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
方
が
利
用
で
き
る
プ
ー
ル

や
ジ
ム
な
ど
の
施
設
も
評
判
が
よ
く
、
岩
盤
浴

（
女
性
専
用
）
で
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
が
れ
る
女

性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

五
階
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
中
で
高
級
ホ
テ
ル
並
み
の
料
理
が
楽

し
め
る
と
あ
っ
て
、
ド
ッ
ク
受
診
者
の
方
だ
け

で
な
く
、
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
々
も
家
族
連

れ
で
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。よ

り
多
く
の
市
民
の
方
に
福
岡
山
王
病
院
の

「
快
適
で
質
の
高
い
医
療
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
の
が
、
現
在
の
最
大
の
目
標
で
す
が
、

地
元
テ
レ
ビ
各
局
の
情
報
番
組
や
新
聞
、
雑
誌

な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
病
院
の
存

在
は
確
実
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

（
総
務
課
広
報
　
川
崎
　
修
）

IUHW 2009.8.2019

▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/
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山
王
病
院

『
新
生
児
蘇
生
法
講
習
会
』

山
王
病
院
の
特
徴
の
ひ
と
つ
、
出
産
。

当
院
で
は
年
間
に
７
０
０
件
ほ
ど
の
出
産
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
と
も
な
れ
ば
当
然
そ

れ
に
伴
う
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

な
か
に
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
に
迅

速
か
つ
的
確
な
処
置
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
今
年
度
か
ら
定
期
的
に
行
な
わ
れ

て
い
る
の
が
『
新
生
児
蘇
生
法
講
習
会
』
で
す
。

こ
れ
は
、
新
生
児
蘇
生
法
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
資
格
を
持
つ
、
小
児
科
佐
久
間
先
生
自
ら
発

案
さ
れ
始
ま
っ
た
講
習
会
で
す
。
先
生
ご
自
身

で
講
師
を
務
め
ら
れ
、
院
内
の
先
生
方
や
看
護

師
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

講
習
会
は
、

講
義
、
実
技
と

ペ
ー
パ
ー
試
験

で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
見
事
試

験
に
合
格
し
た

暁
に
は
、
学
会

よ
り
資
格
も
与

え
ら
れ
ま
す
。

上
の
写
真
は
そ

の
実
技
の
様
子

で
す
が
、
ち
な
み
に
こ
の
写
真
、
こ
う
し
て
み

る
と
本
物
の
赤
ち
ゃ
ん
を
使
っ
て
研
修
を
行
な

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
が
し
か
し
、
こ

の
赤
ち
ゃ
ん
実
は
訓
練
用
の
模
型
な
の
で
す
。

か
な
り
よ
く
で
き
た
模
型
で
、
近
く
で
見
て
も

一
瞬
本
物
か
と
思
う
ほ
ど
。
あ
ま
り
に
リ
ア
ル

で
精
巧
な
造
り
を
し
て
い
る
の
で
海
洋
堂
の
製

作
か
と
疑
う
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。

実
習
の
内
容
は
、『
軽
度
呼
吸
抑
制
新
生
児
』

『
新
生
児
仮
死
』
な
ど
の
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
形
式
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
そ
の

状
況
に
応
じ
て
判
断
し
、
適
切
な
順
序
で
正
確

な
処
置
を
行
な
う
実
習
で
す
。
写
真
の
よ
う
に

バ
ッ
グ
・
マ
ス
ク
を
用
い
て
人
工
呼
吸
を
行
な

っ
た
り
、
口
腔
内
や
気
管
内
吸
引
を
行
な
っ
た

り
と
、
実
際
の
現
場
さ
な
が
ら
の
処
置
を
行
な

い
ま
す
。
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
処
置
の
内
容
が
異

な
る
た
め
、
次
に
何
を
施
せ
ば
い
い
の
か
、
と

て
も
対
応
が
難
し
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
に
日
々
様
々
な
実
習
を
重
ね
、
経
験
す

る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
技
を
向
上
さ
せ
、

出
産
に
伴
う
危
険
を
少
し
で
も
軽
減
さ
せ
た
い

と
い
う
の
が
、
講
習
に
参
加
す
る
先
生
や
看
護

師
の
方
た
ち
の
医
療
に
対
す
る
思
い
の
よ
う
で

す
。

（
山
王
病
院
　
総
務
・
企
画
課
）

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
と
院
内
Ｂ
Ｌ
Ｓ
・

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
講
習
開
催
に
つ
い
て

本
年
四
月
よ
り
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
室
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
現
在
、
週
八
例
の
ペ
ー
ス
で
冠

動
脈
造
影
や
、
両
心
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
、
下
肢
の

動
脈
造
影
検
査
な
ら
び
に
Ｐ
Ｃ
Ｉ
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
手

足
の
動
脈
治
療
）
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

検
査
・
治
療
を
行
う
大
前
提
と
し
て
、
心
電
図
モ

ニ
タ
ー
講
習
・
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
の
基
礎
な
ど
の

院
内
講
習
も
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
医
師
・
看
護
師
そ
の
他
の
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
へ
の
救
命
講
習
も
始
め
ま
し
た
。
ま

ず
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
有
志
に
Ｂ
Ｌ

Ｓ
（Basic

Life
Support：

一
次
救
命
処
置
）
ヘ

ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
コ
ー
ス
の
講
習
を
受
け

る
よ
う
に
薦
め
、
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
公
認
Ｂ
Ｌ

Ｓ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
資
格
を
取
得
し

て
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
資
格
を
取
得
し
た
看
護
師

の
協
力
で
、
月
一
回
、
全
職
員
対
象
の
院
内
Ｂ
Ｌ

Ｓ
講
習
を
開
催
し
、
実
技
と
テ
ス
ト
に
よ
り
、
一

次
救
急
の
ス
キ
ル
を
学
ん
で
い
ま
す
。

●
目
の
前
で
意
識
を
失
い
倒
れ
て
し
ま
っ
た
ら

①
30
回
の
胸
骨
圧
迫
（
分
速
１
０
０
回
）

②
２
回
の
人
工
呼
吸

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）
を
装
着

④
徐
細
動
が
必
要
な
場
合
、
安
全
確
認
後
、

電
気
的
細
動
を
行
う

⑤
胸
骨
圧
迫
を
再
開
す
る
。

さ
ら
に
Ｂ
Ｌ
Ｓ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
資

格
取
得
者
に
は
、
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
（A

dvanced
Car-

diac
Life

Support：

二
次
救
命
処
置
）
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
の
資
格
取
得
を
お
薦
め
し
て
お
り
、
今
後

は
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
取
得
者
の
増
加
を
待

っ
て
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
対
象
の
Ａ
Ｃ
Ｌ

Ｓ
講
習
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

講
習
を
受
け

た
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
そ
の
知

識
と
技
術
が
い

つ
で
も
引
き
出

せ
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
院
内
で
発

生
し
た
救
命
処

置
は
一
刻
を
争

う
も
の
で
あ
り
、
日
々
の
修
練
に
よ
る
救
命
処
置

は
予
後
の
大
幅
な
向
上
を
見
込
む
と
思
わ
れ
ま
す
。

繰
り
返
し
行
う
こ
と
に
よ
り
こ
れ
が
可
能
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
循
環
器
医
が
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
『
救
う
べ
き
命
を
救
う

使
命
感
』
を
化
研
病
院
全
員
で
共
有
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
ス
タ
ッ
フ
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

（
循
環
器
内
科
副
部
長
　
今
泉
孝
敬
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

心臓カテーテル
順調にスタートした福岡山王病院
エントランスホール

ＢＬＳ講習

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

▼　福岡山王病院

▼　高木病院　10944-87-0001 http://www.kouhoukai.org/takagi/

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

院内のレストラン「オーヴ」は見学に訪れた地域の
方々にも好評

挨拶する高木病院の山本院長

会場は熱心な聴講者でいっぱい

▼　山王病院　103-3402-3151 http://www.sannoclc.or.jp/

▼　化学療法研究所附属病院 1047-375-1111 http://www.kaken-hp.or.jp/



20

「医療福祉チャンネル774」おすすめの番組
医療福祉チャンネル774

医療福祉チャンネル774では、スカパー! の774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

薬学部特待生特別選抜入試を実施します！
薬剤師になる夢を実現させるために経済面を
強力にサポートする新たな入試が誕生です。

成績上位合格者（最大20名）は特待生として授業料全額を6年間免除。
特待生に続く成績上位合格者（最大30名）も授業料50％を6年間減免。
薬学部はこの他にも学費の見直しを実施し、学生納付金は6年間総額960
万円となり、2009年度の全国私立薬科大学の平均1,193.4万円（日本
私立薬科大学協会調べ）を下回ります。
さらに、一般入試前期・センター試験利用入試Ⅰ期の各成績上位50

以内を対象とした授業料減免制度など、学費サポート制度が充実して
います。

お知らせ IUHW Hot News

食べる機能の障害に対するリハビリ

摂食・嚥下リハビリテーションの実際

高齢化社会になるにつれて、加齢や疾病などによって上
手に食べられない人がクローズアップされてきました。摂
食・嚥下障害は水分・栄養の摂取が困難になるだけでなく、

生きる喜びをも失います。番
組では、食べる機能の障害に
対してどのようなリハビリテ
ーションを行うかを、実技と
共に解説します。

広報誌 IUHW 78号
発行：学校法人 国際医療福祉大学
〔大田原キャンパス〕広報委員会
栃木県大田原市北金丸2600-1 10287-24-3000

〔小田原キャンパス〕
神奈川県小田原市城山1-2-25 10465-21-6500

〔福岡天神キャンパス〕
福岡県福岡市中央区長浜1-3-1 1092-739-4321

〔大川キャンパス〕
福岡県大川市榎津137-1 10944-89-2000

〔東京事務所〕広報室　
東京都港区南青山1-24-1 103-5775-2505

デザイン：iDept. 写真：大田原キャンパス 写真部他
編集：東京事務所広報室

©国際医療福祉大学　2009 Printed in Japan 禁無断転載・複写

●医療福祉チャンネル774を見るには ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」はスカパー! の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカパー! 専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,100円（このほかに、スカパー! 加入料･･･2,940円（初回のみ）・スカパー! 月額基本料･･･410円がかかります）
法人契約･･･5,250円
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問い合わせください。

●視聴に関するお問い合わせは ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（株）医療福祉総合研究所　お客さま係　Eメール info@iryoufukushi.com    HP  www.iryoufukushi.com/
〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山1丁目タワー　４階

国際医療福祉大学大学院乃木坂スクール ～医療福祉に関心があり、最新の医療事情を学びたい方に～

スカパー！◆インターネット 医療福祉専門チャンネル動画配信サイト
医療福祉ｅチャンネル　www.ch774.com,

コーディネーター：柴本勇氏
（本学大学院准教授）

地域連携コーディネーター養成講座

地域連携クリティカルパスと退院支援

地域連携クリティカルパスや退院支援・在宅医療におけ
る医療・介護連携の実践にかかわる諸問題を取り上げます。
そして、病院の連携業務に携わる方、ケアマネジャー、訪問

看護ステーション、地域包括
支援センター、保健所、製薬
メーカー、医療関係出版社等
の方々と共に学んでいきます。

コーディネーター：武藤正樹氏
（本学大学院教授）

福祉住環境コーディネーター２級受験講座

住みやすい住環境を提案するアドバイザー

福祉住環境コーディネーターは、医療・福祉・建築につ
いて幅広い知識を身につけ、バリアフリー住宅への建て替
えやリフォームのコーディネートを提示します。また、福

祉用具や諸施策情報について
アドバイスするなど、幅広い
ニーズのある資格です。番組
は、単元別と、傾向と対策編
の2部構成です。

田中繁氏（本学大学院教授）

ケアマネジャー受験講座2009

介護保険制度の中核を担うスペシャリスト

ケアマネジャー試験は、問題の難易度が年々高まってい
ます。本講座の特長は、介護保険制度構築にかかわった人、
ケアマネジメントの第一線で活躍する人から直接学べるこ

と。さらに、介護保険制度・
関連制度の動向や過去問題の
徹底分析から、出題傾向をズ
バリ予測します。

林和美氏（本学講師）

774視聴者特典　無料配信中！


